
漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅

不
法
着
服
案

-
清
代
乾
隆
朝
官
僚
汚
職
研
究
五
1

谷

口

規
矩
雄

は
じ
め
に

本
稿
は
表
題
の
よ
う
に
漸
江
省
平
陽
県
知
県
の
黄
梅
が
引
き
起
こ
し
た
汚
職
事
件

で
あ
る
が
、
彼
を
事
件
の
主
人
公
と
す
る
に
は
や
や

不
適
当
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
事
件
を
暴
く
契
機
を
作

っ
た
の
は
当
時
、
断
江
学
政
で
あ

っ
た
實
光
照

丁
.
で
あ
る
。

彼

は
当
時
問
題
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
漸
江
省
の
銭
糧
塵
空
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
数
多
の
圧
力
に
屈
せ
ず
努
力
し
た
。
そ
の

過
程
で
黄
梅

の
事
件
も
発
覚
し
た

の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て

『清
朝
通
史
』

八

(周
遠
廉
主
編
、
「
乾
隆
朝
」
上
、
紫
禁
城
出
版
社
、

二
〇
〇
三
刊
)
の

一
七
章
、
「
乾
隆
晩
期
四
大
案
」
で
は

「断
江
学
政
實
光
繭
劾
貧
案
」
と
題
し
て
取
り
上
げ
、
實
光
鼎
を
事
件
解
明
の

中
心
人
物
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。

一
方

『乾
隆
朝
懲
辮
貧
汚
棺
案
選
編
』

(中
国
第

一
歴
史
棺
案
館
編
)
で
は

「断

江
平
陽
県
知
県
黄
梅

勒
派
入
己
案
」
と
い
う
題
名
に
な

っ
て
い
る
。
拙
稿
で
は
史
料
の
大
半
を

こ
の

『懲
辮
貧
汚
棺
案
』
(以
下
こ
の
様

に
略
記
)
に
負
う
て
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い
る
の
で
、
こ
れ
に
借
り
て
上
記
の
題
名
に
し
た
。

所
で
こ
の
事
件
で
は
實
光
鼎

の
告
発
を
契
機
に
断
江
省
に
お
け
る
銭
糧
顧
空

の
実
態
の
解
明
が
進
展
す
る
か
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
地
方
官
、
欽
差
大
臣
た
ち
の
思
惑
が
重
な
り
、
結
局

一
知
県
黄
梅
の
責
任
の
み
が
誇
大
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
結
果
に
終
始
し
た
。
む

し
ろ
實
光
鼎
を
め
ぐ
る
地
方
官
や
欽
差
大
臣
達
の
問
題
処
理
の
態
度
を
通
じ
て
当
時
の
官
界
の
人
間
関
係
や
、
地
方
官
僚
の
問
題
処
理
に

於
け
る
事
無
か
れ
主
義
の
実
態
が
浮
か
び
上
が

っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
事
件

の
発
端

こ
の
事
件

の
発
端
と
な

っ
た
の
は
当
時
漸
江
学
政
で
あ

っ
た
實
光
婦
の

一
通
の
上
奏
文
で
あ
っ
た
。
『懲
辮
貧
汚
棺
案
』
、
「斯
江
平
陽

県
知
県
黄
梅
勒
派
入
己
案
」
の

「史
料

一
」

(以
下
同
棺
案
よ
り
引
用
す
る
場
合
は
史
料
番
号
の
み
を
記
す
)
は

「
漸
江
学
政
臣
實
光
婦

脆
奏
為
拠
実
奏
聞
事
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
漸
江
省
各
州
県
の
倉
庫
顧
鉄

(庸
空
)
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
こ
の
奏

文

は
か
な
り
長
文

の
上
、
行
書
で
書
か
れ
て
お
り
筆
者
に
は
難
読
の
点
も
あ
る
の
で
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
点
も
あ

る
が

『実
録
』
の
文

に
拠
る
事
に
す
る
。
『高
宗
実
録
』
巻

一
二
五
二
、
乾
隆
五

一
年
夏
四
月
乙
酉
の
条
に

拠
實
光
鼎
奏
。
漸
省
各
州
県
倉
庫
庸
訣
未
補
者
多
。
蓋
因
従
前
王
豊
望
、
陳
輝
祖
。
貧
墨
継
踵
。
敗
露
時
。
督
臣
富
勒
渾
。
僅
以
倉

庫
断
鉄
具
奏
。
並
未
徹
底
査
弁
。
祇
拠
司
道
結
報
之
数
。
渾
同
立
限
。
各
州
県
遇
有
陞
調
事
故
。
軌
令
接
任
之
員
代
為
出
結
。
弁
理

殊
属
噸
預
。
聞
得
嘉
興
府
属
之
嘉
興
、海
塩
二
県
。
温
州
府
属
之
平
陽
県
。
塵
数
皆
逸
十
万
。
応
査
明
何
員
薦
訣
若
干
。
分
別
定
議
。

指
名
厳
参
等
語
。



と
記
さ
れ
、
實
光
鼎
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
断
江
省
各
州
県
の
倉
庫
の
庸
空
は
、
未
だ
補
填
さ
れ
な

い
ま
ま
の
者
が
多
数
存
在
す
る
。
蓋

し

こ
れ
は
従
前
王
直
望
、
陳
輝
祖
の
貧
禁
な
横
領
事
件

(2
)
が
相
継

い
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
事
件
が
摘
発
さ
れ
た
時
、
総
督
富
勒

渾
は
た
だ
倉
庫
の
庸
空
を
上
奏
し
た
だ
け
で
、
徹
底
的
に
調
査
し
処
置
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
。
た
だ
布
政
司

・
道
員
の
決
算
額
に
基
づ

い
て
大
ま
か
に

(補
填
)
期
限
を
立
て
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
各
州
県
で
は
昇
任
や
調
任
の
人
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
度

に
前
任
者
に
代
わ

っ

て
後
任
の
者
に

(事
故
が
な

い
と

い
う
)
保
証
を
出
さ
せ
て
い
た
の
で
、
(庸
空

の
)
処
理
は
殊
に
い
い
加
減
で
あ

っ
た
。
聞
く
所
で
は
、

嘉
興
府
属
の
嘉
興

.
海
塩
二
県
、
温
州
府
属
の
平
陽
県
で
は
、
庸
空
額
が
共
に
十
万
両
以
上
で
あ
る
い
う
。
正
に
誰
が
塵
空
額
幾
許
か
を

明
確
に
し
、
指
名
し
て
厳
重
に
処
分
す
べ
き
で
あ
る
、
と
云
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
上
奏
を
受
取

っ
た
乾
隆
帝
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『実
録
』
同
文

の
後
続
に

所
言
皆
属
公
正
。
漸
省
自
王
直
望
、
陳
輝
祖
。
在
彼
貧
禁
継
踵
。
而
其
敗
露
。
則
係
監
糧

・
官
物
二
案
。
其
時
富
勒
渾
、
福
樫
。
以

合
省
倉
庫
庸
訣
具
奏
。
朕
因
不
欲
復
興
大
獄
。
准
令
設
法
勒
限
彌
補
。
已
係
朕
格
外
之
恩
。
…

自
当
即
時
彌
補
。
乃
自
立
限
後
。

已
届
五
年
。
而
福
樫
伍
以
各
属
未
能
彌
補
全
完
。
懇
請
展
限
具
奏
。
・
・
是
以
派
尚
書
曹
文
埴
等
前
往
。
徹
底
査
弁
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、實
光
鼎
の
言
う
所
は
全
て
公
正
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
帝
は
王
豊
望
・陳
輝
祖
の
横
領
事
件
で
は

「
監

糧

・
官
物
」
に
関
わ
る
二
案

豆

の
み
が
摘
発
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
閾
漸
総
督
富
勒
渾
、
漸
江
巡
撫
福
樫
は
断
江
全
省
の
倉
庫
の
庸
空

の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
報
告
し
た
。
し
か
し
朕
は
復
大
獄
を
起
こ
す
こ
と
を

(「王
宜
望
案

・
陳
輝
祖
案
」
で
は
多
数
の
官
僚
が
処

罰

さ
れ
た
こ
と
を
指
す
)
望
ま
な
か

っ
た
の
で
、
方
法
を
講
じ
て
期
限
を
定
め
て
補
填
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
格
外
の
恩

典

で
あ
る
。
…

当
然
即
時
に

(庸
空
を
)
補
填
す

べ
き
で
あ
る
の
に
、
期
限
を
定
め
て
よ
り
已
に
五
年
に
及
ぶ

の
に
、
福
樫
は
な
お

補
填
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
地
方
が
在
る
と

い
う
こ
と
で
、
期
限
の
延
期
を
懇
請
し
て
き
た
。
・
・
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
戸
部
尚
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書
曹
文
埴
を
欽
差
大
臣
と
し
て
漸
江

へ
派
遣
し
徹
底
的
に
調
査
、
処
理
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

所
で
、
こ
の
記
事
に
云
う
富
勒
渾
の
報
告
で
あ
る
が
、
「史
料
二
」
に
よ
れ
ば

漸
省
倉
庫
銭
糧
。
従
前
拠
富
勒
渾
等
奏
。
各
属
庸
訣
数
目
。
共
有

一
百
三
、四
十
万
両
。
節
年
設
法
彌
補
。
已
有
十
之
六
、
七
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
総
督
富
勒
渾
は
漸
江
省
の
銭
糧
顧
空

の
六
、
七
割
は
補
填
が
完
了
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
巡
撫
福

樫
は
補
填
未
完
了
の
地
方
が
な
お
か
な
り
多
数
存
在
す
る
の
で
期
限
の
延
期
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
実
態
調
査

の
た
め
に
派
遣
さ

れ
た
の
が
曹
文
埴
ほ
か
、
刑
部
左
侍
郎
姜
晟
、
工
部
右
侍
郎
伊
齢
阿
等
三
人
の
欽
差
大
臣
で
あ

っ
た
。

上
記

『実
録
』

の
後
文
に
は

昨
拠
曹
文
埴
等
奏
到
。
該
省
断
訣
倉
庫
。
自
勒
限
彌
補
後
。
尚
顧
訣
三
十
三
万
余
両
。
現
在
酌
議
清
査
等
語
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
曹
文
埴
等
が
精
査
し
た
結
果
、
漸
江
省
全
体
の
倉
庫
の
塵
空
は
三
十
三
万
余
両
と
報
告
さ
れ
た

(「史
料
六
」
に

伊
等
三
名
連
名
の
報
告
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
長
文
な
の
で
割
愛
し
た
)。

こ
れ
に
対
し
乾
隆
帝
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
所
奏
与
福
樫
等
原
報
之
数
相
符
。
今
拠
實
光
焔
奏
。
嘉
興

・
海
塩

・
平
陽
、
三
県
庸
数
皆
遽
十
万
。
則
是

此
三
県
庸
空
。
已
有

三
十
余
万
。
其
余
通
省
州
県
断
訣
。
自
不
止
此
数
。
而
曹
文
埴
等
所
奏
。
合
省
尚
庸
三
十
三
万
余
両
之
処
。
殊
非
実
在
確
数
。
似
有

将
就
了
事
之
意
。

(曹
文
埴
等

の
)
報
告
は
福
樫
等

の
原
の
報
告
数
と
符
合
し
て
い
る
が
、
今

の
實
光
薫
の
報
告
で
は
嘉
興

・
海
塩

・
平
陽
三
県
の
断
空

の
数
だ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
皆
十
万
を
超
え
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
三
県
の
庸
空
の
み
で
已
に
三
十
余
万
有
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の

余

の
全
省
州
県
の
顧
空
は
当
然
こ
の
数
に
止
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
曹
文
埴
等

の
報
告
し
て
来
た
、
全
省

で
な
お
三
十
三
万
余
両
を
欠
損
し



て
い
る
と
い
う
の
は
、
殊
に
実
際
の
確
数
で
は
な
く
、
(彼
ら
に
は
)
適
当
に
事
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と

い
う
意
図
が
有

っ
た
よ
う
だ
。

更
に
続
け
て
帝
は
、

看
来
。
曹
文
埴
等
亦
欲
就
案
完
事
。
殊
非
令
徹
底
清
楚
之
意
。
伊
等
係
朕
派
委
前
往
査
弁
。
自
応
将
該
省
何
処
断
訣
若
干
。
何
処
彌

補
若
干
。
何
処
寛
未
彌
補
。
何
処
不
但
不
能
彌
補
。
且
有
増
多
之
処
。
逐

一
詳
査
。
根
究
底
裏
。
方
為
不
虚
此
行
。

見
た
所
で
は
、
曹
文
埴
等
は
こ
の
事
件
だ
け
で
事
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
殊
に

(原
因
を
)
徹
底
的
に
明
白
に

し
整
理
さ
せ
よ
う
と

い
う
朕
の
意
図
に
合
わ
な
い
。
彼
等
は
朕
が
任
命
し
調
査
、
処
理
に
当
ら
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
当
該
省

の
何

処

の
欠
損
が
幾
等
か
。
何
処
の
補
填
額
は
幾
等
か
。
何
処
が
な
お
ま
だ
補
填
し
て
い
な
い
か
。
何
処
が
た
だ
補
填
で
き
な

い
だ
け
で
な
く
、

更
に
欠
損
を
増
加
さ
せ
て
い
る
か
。
逐

一
詳
細
に
調
査
し
、
内
情
を
根
本
的
に
究
明
し
て
こ
そ
こ
の
度
の
派
遣
を
無
意
味
に
さ
せ
な
い
の

だ

、
と
述
べ
、
曹
文
埴
等

の
欽
差
大
臣
が
巡
撫
福
樫
等
の
報
告
し
た
数
値
を
鵜
呑
み
に
し
て
辻
褄
を
合
せ
た
の
み
で
、
実
際
に
現
地

へ
赴

い
て
欠
損
の
生
じ
た
根
本
の
原
因
ま
で
を
調
査
し
な
か

っ
た
こ
と
に
対
し
て
強
く
非
難
し
て
い
る
。

實
光
鼎
の
上
奏
は
上
の
銭
糧
の
顧
空
に
関
し
て
の
み
で
な
く
、
常
平
倉
、
社
倉
、
義
倉
に
関
す
る
問
題
も
含
ん
で
い
た
。
『実
録
』
同

条

の
後
文
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

又
拠
實
光
鼎
奏
。
去
歳
杭
州
、
嘉
興
、
湖
州
三
府
。
秋
収
漱
薄
。
倉
庫
正
需
平
羅
。
而
倉
内
有
穀
可
羅
者
無
幾
。
漸
東
八
府
。
歳
行

採
買
。
惟
折
収
銀
両
。
以
便
那
移
等
語
。
曹
文
埴
等
。
亦
未
奏
及
此
也
。
…

乃
杭
州
等
属
。
寛
至
無
穀
可
羅
。
而
漸
東
採
買
。

且
有
折
収
銀
両
之
事
。
尤
堪
骸
異
。
實
光
鼎
為
該
省
学
政
。
経
朕
批
詞
。
拠
実
指
陳
。
必
係
耳
聞
目
賭
。
所
奏
不
為
無
拠
。
著
将
原

摺
紗
寄
曹
文
埴
等
閲
看
。
令
其
査
照
實
光
鼎
所
奏
各
款
。
逐

一
乗
公
詳
細
盤
査
。

實
光
鼎
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
去
年
、
杭
州

・
嘉
興

・
湖
州
三
府
は
秋

の
収
穫
が
非
常
に
不
作
で
あ

っ
た
。
(常
平

・
社
倉

・
義
倉
等
の
)

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

五
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倉

庫
で
は
平
時
の
値
で
米
を
売
り
出
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
倉
庫
内
に
売
り
出
す
べ
き
米
穀
を
貯
蔵
し
て
い
た
倉
庫
は
殆
ど
無
か

っ
た
。

漸
東
八
府
で
は
毎
歳

(定
額
の
)
米
の
買
入
れ
を
行

っ
て
い
る
が
、
た
だ

(米
に
代
え
て
)
銀
両
を
納
入
さ
せ
て
、
別
途
の
使
用
に
便
利

な
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
。
し
か
し
曹
文
埴
等
は
ま
た
こ
の
事
に
つ
い
て
は
報
告
し
て
い
な

い
。
…

杭
州
府
等
の
所
属
地

方

で
は
売
り
出
す
べ
き
米
穀
が
無

い
状
態
に
な

っ
て
い
た
が
、
漸
東
地
方
の
米
の
買
入
れ
に
は
、
(米
に
代
え
て
)
銀
両
を
納
め
さ
せ
て

い
た
と
い
う
。
全
く
驚
き
怪
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
實
光
勲
は
当
該
省
の
学
政
で
あ
り
、朕
の
質
問
に
も
事
実
に
基
づ
い
て
返
答
し
た
。

必
ず
自
身
の
見
聞
し
た
事
で
あ
ろ
う
か
ら
、
上
奏
し
て
来
た
事
柄
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
原
摺
を
書
き
写
し
て
曹
文

埴
等
に
送

っ
て
読
ま
せ
、
實
光
鼎
が
上
奏
し
て
来
た
各
項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
逐

一
公
正
詳
細
に
取
調
べ
よ
、
と
命
令
し
た
。
こ
の

後
實
光
鼎
は
皇
帝
の
命
に
よ
り
曹
文
埴
等
と
協
同
し
て
実
情
の
取
調
べ
に
当
る
こ
と
に
な

っ
た
。

所
で
、
上
述
の
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
漸
江
省

の
銭
糧
の
断
空
や
、
常
平
倉

・
社
倉

・
義
倉
の
貯
蔵
米

の
欠
乏
に
つ
い
て
は
、

實
光
照
と
曹
文
埴
等
欽
差
大
臣
と
の
事
実
認
識
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
皇
帝
は
む
し
ろ
實
光
照
の
認
識
を
事
実

に
基
づ
く
も
の
と
し

て
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
曹
文
埴
等
は
改
め
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
皇
帝

へ
報
告
し
た
。
『実
録
』
巻

=

一五
四
、
乾
隆
五

一
年
五
月
丙
午
の
条
に

よ
れ
ば
、

拠
曹
文
埴
等
奏
。
続
査
過
寧
、
台
、
衙
、
処
四
府
。
庫
項
倉
儲
。
連
前
七
府
。
共
魑
訣
銀
二
十
七
万
二
千
余

両
。
藪
之
冊
報
数
目
。

有
減
無
増
。
現
飾
将
各
州
県
存
貯
之
銀
。
尽
数
提
帰
藩
庫
。
並
与
藩
司

一
切
巻
宗
。
逐
款
籔
対
等
語
。

と
記
さ
れ
、
曹
文
埴
等
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
続

い
て
寧
州
府

・
台
州
府

・
衝
州
府

・
処
州
府
四
府

の
貯
蔵
穀
物
数

に
つ
い
て
調
査
し
た

が
、
前
の
七
府
と
合
わ
せ
て
、
合
計
顧
空
銀
二
七
万
二
千
余
両
で
あ

っ
た
。
こ
れ
と
決
算
報
告

の
額
数
と
を
調
べ
れ
ば
、
顧
空
額
は
減
じ



て

い
る
が
増
加
し
て
い
な

い
。
現
在
各
州
県
に
指
示
し
て
貯
蔵
し
て
い
る
銀
を
全
額
布
政
司
庫

へ
納
入
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
共
に
布
政
司
に
保
管
し
て
い
る
書
類
を
各
項
目
ご
と
に
調
べ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
所
が
こ
れ
と
は
別
に
實
光
酪
は
独
自

の
調
査
報
告
を
行

っ
た
。
「史
料

一
〇
」
が
そ
の
全
文
で
あ
り

「漸
江
学
政
臣
實
光
婦
脆
奏
為
欽
奉
諭
旨
。
恭
摺
覆
奏
事
」
と
題
さ
れ
て

い
る
が
、
長
文
な
の
で
要
点
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
最
初
の
上
奏
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
問
題
が
多
数
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
第

一
、

至
臣
前
摺
所
謂
浮
費
者
。

一
則
上
官
進
京
之
醜
儘
也
。
外
官
進
京
。
親
友
醜
贈
。
人
情
所
不
能
無
。
而
奢
則
為
害
。
上
官
進
京
之
費
。

日
漸
加
増
。
…

去
歳
藩
臣
盛
住
。
携
貨
過
豊
。
外
間
頗
有
煩
言
。
撫
臣
福
樫

・
・
向
臣
言
。
上
官
進
京
。
携
帯
銀
両
。
動
以
万
計
。

顧
鉄
何
能
彌
補
。
我
今
年
進
京
。
属
員
有
敢
送
銀
子
者
。

こ
れ
は
地
方
の
高
級
官
僚
が
定
期
的
に
状
況
報
告

の
た
め
に
上
京
し
皇
帝
に
謁
見
す
る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
京
の
際

に
、
友
人
達
が
饅
別
の
贈
物
を
す
る
習
慣
が
以
前
か
ら
あ

っ
た
。
そ
の
贈
物
が
時
代
を
追

っ
て
次
第
に
官
僚
上
下
間

の
常
習
と
な
る
と
共

に
奢
修
化
、
高
額
化
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
属
官
の
州
県
官
は
州
県
の
経
費
か
ら
醜
送
分
の
費
用
を
差
引
く
こ
と
が
常
態
化
し

て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
・
・
そ
れ
に
つ
き
去
年
、
布
政
使
盛
住
の

(上
京
の
際
に
)
持
参
し
た
資
財
が
過
大
で
あ

っ
た
の
で
、
世
間
で
は

喧
し
く
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
巡
撫
福
樫
が
實
光
照
に
言

っ
た
所
で
は
、
上
官
が
上
京
す
る
際
に
持
参
す
る
部
下
の
属
官
か
ら
贈
与
さ
れ
た

銀
は

一
万
両
単
位

の
額
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
醜
送
の
銀
は
州
県
の
経
費
か
ら
引
き
出
し
た
も
の
だ
か
ら
、州
県
経
費
の
欠
損

(庸
空
)

は
補
填
さ
れ
る
筈
も
な
い
。
私
も
今
年
上
京
し
た
際
に
、
属
官
で
銀
を
贈

っ
て
来
た
者
が
い
た
と
。

實
光
焔
は
こ
こ
で
州
県
の
顧
空

の
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
上
司

へ
の
贈
与

(醜
送
)
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
布
政
使
盛

住

の
名
を
上
げ
て
、
彼
が
上
京
の
際
に
多
額
の
銀
を
持
参
し
た
事
、
即
ち
属
僚
か
ら
多
額

の
醜
送
の
銀
を
受
取

っ
て
い
た
こ
と
を
批
判
し

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

七
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た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
實
光
酪
の
誤
認
で
あ

っ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
た

だ
上
司
へ
の
醜
送
の
常
習
化
と
高
額
化
と
は
事
実
で
あ

っ
た
。

第
二
は

一
則
上
官
往
来
之
供
応
也
。
供
応
亦
属
員
之
常
。
臣

(乾
隆
)
二
十

一
年
来
漸
時
。
未
聞
以
為
病
也
。
嘉
興
為
進
京
通
衡
。
積
年
供

応
。
漸
増
華
修
。
所
費
滋
多
。
厳

・
衝

一
帯
為
南
路
通
衝
。
各
上
司
供
応
日
増
。
衝
途
小
県
。
力
不
能
給
。
聞
督
臣
過
往
。
門
包
或

至
千
百
。
而
主
人
不
知
。
亦
属
失
検
。
顧
訣
之
不
能
彌
補
。
即
有
由
此
者
。

次
に
取
上
げ
ら
れ
た
の
は
上
官
往
来
の
際
の
接
待

(供
応
)
費
で
あ

っ
た
。
實
光
蕪
が
乾
隆
一
=

年
に
漸
江
学
政
と
し
て
赴
任
し
た
時

に
は
、
そ
れ
は
ま
だ
弊
害
を
及
ぼ
す
ほ
ど
に
は
な

っ
て
い
な
か

っ
た
と

い
う
。
た
だ
こ
れ
は
彼
が
そ
の
後

の
事
態
と

の
比
較
で
云
っ
て
い

る
ま
で
の
こ
と
で
、
中
国
各
地
で
既
に
問
題
に
は
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
所
で
当
時
、
嘉
興
府
は
上
京
の
通
路

に
当

っ
て
い
た
の
で
、

長
年
の
間
に
こ
こ
を
通
過
す
る
上
官
に
対
す
る
接
待
は
次
第
に
贅
沢
に
な
り
、
そ
の
費
用
も
増
加
し
た
。
厳
州
府

・
衡
州
府
地
域
は
南
方

地
方
か
ら
の
通
路
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
こ
を
通
過
す
る
上
司
に
対
す
る
接
待
費
が
日
毎
に
増
加
し
、
通
路
に
当
る
小
県
は
そ
の
負

担

に
耐
え
き
れ
な

い
。
聞
く
所
で
は
、
総
督
が
通
過
す
れ
ば
、
(家
人
達

へ
の
)
門
包
が
銀
千
両
、
百
両
に
も
な

る

へ三

が
、
主
人

の
総

督
は
そ
の
事
は
知
ら
な

い
。
こ
れ
は
監
督
不
行
き
届
き
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
(州
県
の
)
薦
空
が
補
填
で
き
な

い
の
は
こ
う
し
た
こ
と

に
由
る
の
で
あ
る
。

實
光
照
は
曹
文
埴
等
が
全
く
触
れ
よ
う
と
し
な
か

っ
た
地
方
に
お
け
る
上
官
に
対
す
る
醜
送
や
接
待
費

(供
応
)
が
高
額
に
な

っ
て
い

る
実
態
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
と
し
て
は
、
各
州
県
を
名
指
し
し
て
断
空
の
実
態
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
初
は
仙
居
県
で
あ
る
。



前
任
仙
居
県
知
県
徐
廷
翰
。
有
監
艶
臨
海
学
生
員
馬
虞
。
倒
填
日
月
。
捏
筋
情
形
。
・
・
経
臣
筋
審
未
結
。
已
告
病
離
任
。
署
任
劉

田
面
稟
。
顧
空
近
万
。
不
敢
受
交
代
。

仙
居
県
で
は
、
前
任
知
県
徐
廷
翰
が
、
臨
海
県
学
の
生
員
馬
寅
が
獄
死
し
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
月
日
を
取
り
換
え
、
い
い
加
減
な
指

図
を
行

っ
た
と

い
う
有
様
で
あ
る
。
・
・
私
の
取
調
べ
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
の
に
、
(彼
は
)
病
気
で
離
任
し
た
。
代

理
で
赴
任
し
た
劉
田

が
私
に
直
接
云

っ
た
の
に
は
、
庸
空
が

一
万
両
近
く
あ
る
の
で
、
交
代
を
受
け
な
か

っ
た
と
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
臨
海
県
県
学
の
生
員
馬
寅
が
獄
死
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
實
光
鼎
は
知
県
徐
廷
翰

が
故
意
に
彼
を
取
調

べ
、
監
獄
で
病
死
さ
せ
た
と
し
て
、
徐
廷
翰

の
責
任
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
件
は
後
に
實
の
事
実
誤
認

の
よ
う
な
点
も
あ
り

問
題
と
な

っ
た
。
そ
れ
と
葛
空
の
指
摘
で
あ
る
。

次

い
で
は
黄
巖
県
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

臣
赴
温
州
。
経
由
黄
巖
県
。
知
県
張
発
挑
面
稟
。
該
邑
倉
額
。
五
万
九
千
余
両
。
前
任
徐
傅

一
。
交
代
空
倉
。
価
銀
全
無
。
歴
年
代

為
彌
補
。
実
未
能
全
完
。

黄
巖
県
は
知
県
張
発
挑
が
直
接
述
べ
た
所
で
は
、
県
の
倉
庫

の
規
定
額
は
五
万
九
千
余
両
で
あ
る
が
、
前
任
の
徐
傅

一
と
は
空
倉
の
ま

ま
引
き
継

い
だ
の
で
、
(銭
糧
の
)
銀
は
全
く
無
か

っ
た
。
何
年
も
か
か

っ
て
補
填
し
た
が
、
ま
だ
補
填
し
終
え
て

い
な
い
と
。
黄
巖
県

で
は
未
だ
庸
空
が
残
存
し
て
い
る
現
状
を
述
べ
て
い
る
。
次

い
で
は
、

楽
清
県
。
署
任
侯
乗
鈎
面
稟
。
前
任
張
国
宝
病
故
。
顧
訣
二
万
。
不
敢
受
交
代
。

楽
清
県
で
は

一
時
代
理
赴
任
の
侯
乗
鉤
が
直
接
述
べ
た
所
で
は
、
前
任
の
張
国
宝
が
病
気
で
亡
く
な

っ
た
が
、
顧
空
が
二
万
両
有

っ
た

の
で
交
代
を
受
け
な
か

っ
た
と
い
う
。
桐
盧
県
で
は
、

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

九
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又
摺
稟
。
四
十
七
年
。
署
桐
盧
県
前
任
林
思
至
。
実
脇
訣
銀
二
万
二
百
十
七
両
有
奇
。

桐
盧
県
の
顧
空
銀
は
二
万
二

一
七
両
余
り
で
あ
る
。
平
陽
県
に
つ
い
て
は
、

署
平
陽
県
知
県
李
大
鼎
来
見
。
拠
称
。
前
任
黄
梅
。
顧
訣
甚
多
。
自
伊
離
任
。
著
追
後
。
陸
続
交
銀
二
万
有
余
。
未
経
盤
査
。
難
定

確
数
。
不
敢
受
交
代
。
及
試
平
陽
童
生
。
場
中
頗
聞
語
声
。
詰
之
則
云
。
黄
梅
歴
任
八
年
。
揮
金
如
土
。
借
庸
空
名
色
。
勒
借
数
次
。

却
不
肯
彌
補
庸
空
離
任
。
丁
憂
猶
演
戯
為
楽
。
行
同
禽
獣
。
今
如
再
行
勒
派
。
当
赴
臣
呈
控
云
々
。

一
時
代
理
赴
任
の
平
陽
県
知
県
李
大
鼎
が
会

い
に
来
て
云
う
所
で
は
、
前
任

の
黄
梅
は
断
空
が
非
常
に
多
額
で
あ

っ
た
の
で
、
離
任
後

も
追
究
し
銀
二
万
余
両
を
出
さ
せ
た
。
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な

い
の
で
数
量
を
確
定
で
き
な
い
か
ら
、私
は
交
代
を
受
け
な
か

っ
た
と
。

こ
こ
で
平
陽
県
知
県
黄
梅
の
庸
空
の
額
が
非
常
に
高
額
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
更
に
次

い
で
、
平
陽
県
県
学
で
童
試
を
行
お
う

と
し
た
所
、
試
験
場
で
童
生
達
の
話
声
が
喧
し
か

っ
た
の
で
、
私
が
戒
め
た
所
、
云
う

の
に
は
、
黄
梅
は
八
年
間
知
県
の
任
に
あ

っ
て
、

金
を
湯
水

の
よ
う
に
使
い
、
断
空
を
出
し
た
と

い
う
名
目
で
数
回
に
わ
た
り

(そ
の
額
を
県
民
に
)
強
制
割
付
し
た
。
し
か
も
顧
空
を
補

填
し
よ
う
と
は
せ
ず
離
任
し
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
親
の
喪
に
当

っ
て
い
る
の
に
劇
を
演
じ
さ
せ
て
楽
し
ん
だ
が
、
禽

獣
に
も
等
し
い
行

い

だ
。
今
も
し
再
度
強
制
割
当
を
す
る
よ
う
な
ら
ば
、
私
の
所

へ
訴
え
出
よ
う
と
思

っ
て
い
た
と
云
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
後
に
重
大
な
問
題
と
な
る
平
陽
県
の
庸
空
を
黄
梅
が
県
民
に
強
制
割
当
し
、
そ
れ
を
補
填
の
た
め
に
使
用
せ
ず
着
服
し
た
と

い

う
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
親
の
喪
に
服
さ
ず
演
劇
を
上
演
し
た
こ
と
も
大
き
な
問
題
と
な

っ
た
。
次

い
で
は
青
田
県
で
あ

る
。

経
由
青
田
。
知
県
邸
竜
標
面
稟
。
受
前
任
孫
漬
交
代
。
魑
鉄
二
万
。
到
任
未
久
。
実
不
能
彌
補
。

青
田
県
で
は
知
県
郎
劉
標
が
直
接
述
べ
た
所
で
は
、
前
任
の
孫
横
と
交
代
し
た
時
、
庸
空
は
二
万
両
で
あ

っ
た
。
最
後
は
金
華
県
で
あ
る
。



拠
金
華
県
知
県
彰
載
廣
称
。
現
在
詳
請
平
羅
。
皆
似
為
掩
飾
之
計
。

金
華
県
知
県
彰
載
廣
の
云
う
所
で
は
、
現
在
平
耀
を
要
請
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
皆

(顧
空
を
)
誤
魔
化
す
た
め
の
方
策
な
の
だ
と

い
う
。
實
光
鼎
は
以
上
の
よ
う
に
各
州
県
の
実
情
を
述
べ
た
後
、

臣
所
経
過
各
府
。
比
付
原
報
未
完
之
数
。
同
口

一
詞
。
因
思
欽
差
大
臣
到
杭
。
即
知
原
報
未
完
之
数
。
外
有
隠
購
。
自
宜
確
査
全
省
。

方
得
確
数
。

私
が
通
過
し
た
各
府
で
は
、
原
の

(布
政
使

へ
)
報
告
し
た

(補
填

の
)
未
完
了
額
に
な
ぞ
ら
え
て
、
皆
口
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
だ
か

ら
欽
差
大
臣
が
杭
州

へ
来
ら
れ
て
、
原
報
の
未
完
の
額
を
知

っ
て
も
、
そ
れ
以
外
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
自
ら
全
省

を
確
実
に
調
査
し
て
よ
う
や
く
確
実
な

(庸
空
の
)
額
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
筈

で
あ
る
と
述
べ
た
。

乾
隆
帝
は
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
實
光
鼎
の
言
を
信
用
し
て
い
た
し
、
彼

の
報
告
内
容
と
曹
文
埴
等
の
そ
れ
と
は
大

き
く
隔
た

っ
て
い
た

の
で
、
改
め
て
阿
桂
を
起
用
し
て
、
漸
江

へ
急
行
さ
せ
曹
文
埴
等
と
共
に
再
度

の
調
査

に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た

〔5
〕。

二
、
事
件
の
展
開

阿
桂
を
調
査
官
に
加
え
た
欽
差
大
臣
達
は
そ
こ
で
實
光
鼎
の
報
告
に
則
し
て
逐

一
再
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
の
詳
細
な
報
告
が

「
史
料

一
六
」
で
あ
る
。
た
だ
こ
の

「史
料
」
は
長
文
な
の
で
要
点
の
み
を
述
べ
る
に
止
め
た

い
。
文
頭
に
は

臣
阿
桂
。
会
同
臣
曹
文
埴
等
。
査
明
實
光
婦
所
奏
各
款
。
逐

一
乗
公
査
訊
。
当
将
応
訊
之
原
任
、
現
任
各
員
。
及
案
内
有
名
人
証
。

飛
速
杏
提
。

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

=

[11
]



漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
二

[12

]

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
實
光
鼎
の
指
摘
し
た
各
条
に
つ
い
て
調
査
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
該
州
県
の
原
の
官
員
や
實
光
鼎
が
名

を
上
げ
た
人
物
を
証
人
と
し
て
呼
び
出
し
調
べ
た
と

い
う
。

最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
青
田
県
で
あ
る
。

今
臣
等
詳
加
覆
査
内
。
如
實
光
鼎
奏
。
青
田
県
薦
鉄
二
万
。
今
査
得
。
該
県
四
十
七
年
原
報
。
断
空
銀
三
千
二
百
余
両
。
知
県
孫
漬
。

已
経
彌
補
全
完
。
後
任
知
県
邸
竜
標
亦
称
。
交
代
時
。
並
無
庸
空
。

青
田
県
で
は
、
實
光
照
の
報
告
に
よ
れ
ば
顧
空
は
二
万
両
で
あ

っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
四
七
年
原
報
の
顧
空
銀
は
三
二
〇
〇
余

両
で
、
知
県
孫
漬
が
既
に
補
填
を
完
了
し
て
い
る
。
後
任
知
県
の
邸
竜
標
も
ま
た
交
代
時
、
顧
空
は
全
く
無
か
っ
た
と
云

っ
て
い
る
。
阿

桂
等
は
自
分
等

の
調
査
に
基
づ
い
て
實
光
漁
の
指
摘
し
た
事
実
に
真
向
か
ら
反
論
し
、
腐
空
は
存
在
し
な
い
と
述
べ
た
。
以
下
、
阿
桂
等

は
具
体
的
に
州
県
名
を
上
げ
、
實
光
鼎
の
指
摘
し
た
事
実
に
反
論
を
加
え
た
。

至
仙
居
県
。
原
報
塵
空
銀

一
万

一
千
七
百
余
両
。
知
県
徐
延
翰
。
在
任
彌
補
過
銀
四
千
九
百
余
両
。
尚
未
彌
補
銀
六
千
八
百
五
十
余

両
。
黄
巖
県
。
原
報
腐
空
銀
二
万
六
千
余
両
。
知
県
張
発
挑
。
彌
補
過
銀

一
万
八
千
余
両
。
尚
未
彌
補
銀
八
千
八
百
余
両
。

以
下
、
楽
清
県
、
桐
盧
県
等
に
つ
い
て
も
彌
補
金
額
、
未
彌
補
金
額
を
具
体
的
に
上
げ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
等

の
金
額
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。

而
此
数
項
未
経
彌
補
之
銀
。
倶
即
在
臣
曹
文
埴
等
。
前
此
査
出
二
十
五
万
余
両
之
内
。
数
目
相
符
。
・
・

其
実
存
銀
両
。
又
倶
全

行
提
解
藩
庫
。
無
従
捏
飾
。

上
に
あ
げ
た
数
項
目
の
未
補
填
の
銀
額
に
つ
て
は
、
曹
文
埴
等
が
前
に
調
べ
出
し
た
二
五
万
余
両
の
未
補
填
額

の
中
に
含
ま
れ
る
も
の

で
、
銀
額
は
共
に
符
合
し
て
い
る
。
・
・
ま
た
実
際
に
現
存
し
て
い
る
銀
は
全

て
布
政
使
庫

へ
搬
送
さ
せ
た
の
で
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き



な

い
と
。
こ
こ
に
云
う
未
補
填

の
銀

二
五
万
余
両
と
は
こ
の
直
前
、
阿
桂
を
も
加
え
て
確
認
し
た
銀
額
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も

最
初
に
實
光
鼎
が
指
摘
し
た
嘉
興

・
海
塩

・
平
陽
三
県
の
庸
空
が
各
々

一
〇
万
両
を
越
え
て
い
る
と

い
う
事
実
と
は
全
く
異
な
っ
た
結
果

と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
阿
桂
等

の
反
証
は
続
い
た
。
黄
巌
県
で
は
、
實
光
鼎
の
云
う
所
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
前
任
知
県
徐
傅

一
か
ら
現
任
知
県
張
発
挑
は
空
倉

の
ま
ま
を
引
継

い
だ
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
彼
は
引
継
ぐ
と
直
ぐ
に
兵
米
を
磐
放

(脱
穀
し
て
支
給
)

し
た
と

い
う
。
も
し
空
倉
を
引
継

い
だ

の
で
あ
れ
ば
、
如
何
に
し
て
兵
米
を
磐
放
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
金
華
県
で
は
去
年
平
羅

を
要
請
し
た
と

い
う
が
、
布
政
使
が
脚
下
し
た
。
今
年
は
当
県
は
平
羅
を
要
請
し
て
い
な
い
。

更
に
ま
た
断
西
地
方
に
お
け
る
平
羅
に
つ
い
て
も
、
桐
郷
県
に
関
し
て
は
、
實
光
鼎
の
報
告
で
は
、
常
平
倉
の
倉
穀
は
社
倉
よ
り
借
り

入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
社
倉
米
三
千
石
は
嘉
善
県
か
ら
借
用
し
た
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
現
任
の
桐
郷
県
知
県
唐
文
昭

の
云
う
所
で
は
、
常
平
倉
の
米
穀
は
実
際
に
倉
に
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
實
学
政
も
正
確
に
検
査
さ
れ
た
。
本
県
の
三
個
所
の
社
倉

に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
米
穀
は
引
続
き
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
現
に
農
民
は
借
領
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
實
光
鼎
の

報
告
に
対
し
て
阿
桂
等
欽
差
大
臣
達
の
調
査
は
こ
と
ご
と
く
相
反
す
る
内
容
で
あ

っ
た
。

ま
た
實
光
蕪
が
強
く
批
判
し
た
平
陽
県
知
県
黄
梅

の
事
績
に
つ
い
て
も
、

平
陽
県
知
県
黄
梅
。
情
節
最
重
。
今
査
得
。
該
県
彌
補
未
完
庸
訣
銀
。
現
在
実
止
有

一
万
七
千
余
両
。
亦
在
臣
曹
文
埴
等
査
出

二
十
五
万
余
両
之
内
。

と
述
べ
、
黄
梅
の
庸
鉄
銀
は

一
万
七
〇
〇
〇
余
両
と
し
、
實
光
薫
の
述
べ
た

一
〇
万
余
両
と
は
全
く
懸
け
離
れ
た
額
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
と
思
わ
れ
る
が
、
阿
桂
等
は
自
分
達
に
随
従
し
て
い
た
戸
部
員
外
郎
海
成
を
独
自
に
平
陽
県
へ
派
遣
し
て
黄
梅

に
関
わ
る
事
績
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
、
仙
居
県
知
県
徐
延
翰
が
臨
海
県
の
生
員
馬
箕
を
不
当
に
収
監
し
て
獄
死
さ
せ
た

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
三
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こ
と
に
つ
い
て
も
、
實
光
蕪
の
言

い
分
と
は
正
反
対
の
結
論
を
出
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
阿
桂
達
は
現
任
の
知
県

や
関
係
者
を
訊
問
し
、

實
光
鼎
の
指
摘
し
た
事
実
に
つ
い
て
逐

一
反
証
を
上
げ
具
体
的
に
反
論
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
實
光
鼎
の
報
告
に
信
頼
を
置
い
て
き
た
乾

隆
帝
の
見
解
も
動
揺
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な

っ
て
来
た
。

こ
う
し
た
時
、
又
し
て
も
實
光
鼎
の
指
摘
し
た
事
実
を
覆
す
報
告
が
皇
帝

の
下

へ
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
矢
張
り
阿
桂
、
曹
文
埴
等
に

よ
る
盛
住
の
醜
送
銀
受
取
り
に
関
す
る
調
査
結
果
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
實
光
鼎
は
布
政
使
盛
住
が
去
年
上
京

に
際
し
て
属
官
達
か

ら
多
額
の
醜
送
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
皇
帝
は
こ
れ
を
受
け
て
盛
住
を
解
任
し
、
阿
桂
等

に
彼
を
取
調

べ
る
よ
う
に
命
じ
た

の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
の
報
告
が

「史
料

一
七
」
で
あ
る
。

拠
阿
桂
奏
。
伝
詞
盛
住
。
則
因
上
年
進
京
時
。
有
応
解
参
価
銀
三
万
九
千
余
両
。
盛
住
自
行
装
厘
。
携
帯
到
京
後
。
即
赴
広
儲
司
見

交
。
有
案
。
至
盛
住
自
己
所
帯
銀
。
止
有
三
千
余
両
。
府
道
進
京
盤
費
。
尚
受
銀
千
余
両
。
盛
住
以
藩
司
而
兼
織
造
。
携
帯
盤
費

三
千
余
両
。
実
不
為
多
。

阿
桂
等
は
盛
住
を
拘
引
訊
問
し
た
所
、
彼
は
去
年
上
京
時
、
北
京

へ
送
る
べ
き
朝
鮮
人
参

の
代
金

旦̂

銀
三
万
九
千
余
両
を
所
持
し

て

い
た
。
彼
は
自
身
で
箱
に
装
填
し
、
北
京

へ
携
帯
す
る
や
即
に
広
儲
司

含、
v
に
赴
き

(そ
の
銀
を
)
引
渡
し
た
。
盛
住
自
身
の
所
持

し
た
銀
は
た
だ
三
千
余
両
で
あ

っ
た
。
知
府
や
道
員
の
上
京
旅
費
さ
え
千
余
両
で
あ
る
の
に
、
盛
住
は
布
政
使
で
あ
り
織
造
を
も
兼
任
し

て

い
る
か
ら
、
旅
費
三
千
余
両
を
所
持
し
て
い
て
も
多

い
と
は
云
え
な
い
と
述
べ
た
。

實
光
蕪
が
盛
住
の
旅
装
が
過
大
だ
と
云

っ
た
の
は
、
杭
州
織
造
で
徴
収
し
た
人
参

の
売
却
銀
を
携
帯
し
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
て
、
彼
個

人

の
受
取

っ
た
醜
送
銀
な
ど
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
阿
桂
等
は
次

の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

而
其
将
参
価
分
装
木
厘
。
携
帯
起
程
時
。
・
・
外
間
之
人
。
或
因
見
所
帯
銀
厘
数
多
。
遂
疑
為
盛
住
私
賃
。
況
以
数
十
厘
貯
銀
。
梛



運
上
船
。
必
係
属
員
醜
送
。
道
路
流
伝
。
實
光
酪
信
以
為
真
。
率
行
入
告
。

人
参
の
銀
を
分
け
て
木
箱
に
詰
め
込
ん
で
出
立
し
た
時
、
世
間
の
人
は
所
持
の
銀
箱
が
多
数
な
の
を
見
て
、
盛
住

の
私
財
だ
と
疑

っ
た

の
だ
ろ
う
。
ま
し
て
数
十

の
箱
に
銀
を
詰
め
船
に
運
び
込
ん
だ
の
で
、
属
員
の
醜
送
に
違

い
な

い
と
思

い
、
通
行
路
沿

い
に
云
い
伝
え
ら

れ
、
實
光
鼎
は
そ
れ
を
真
実
と
思
い
こ
み
、
直
ぐ
に
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
。

更
に
阿
桂
等
は
盛
住
に
実
際
に
醜
送
し
た
属
官
が
居
た
か
ど
う
か
を
調
べ
た
。
後
続
の
文
に

恐
盛
住
進
京
時
。
果
有
収
受
属
員
醜
瞳
情
事
。
当
就
近
訊
之
杭
州
府
井
所
属
州
県
。
復
飛
調
盛
住
進
京
経
過
之
嘉
興
所
属
各
県
。
来

省
審
訊
。
各
該
員
陸
続
到
斉
。
干
初
四
日
。
臣
等
公
同
實
光
鼎
。
面
加
訊
問
。
・
:

拠
該
府
州
県
倉
称
。
実
無
醜
送
盛
住
銀
両
之
事
。

盛
住

の
上
京
時
、
属
官

の
醜
送
を
受
領
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
、
近
隣
の
杭
州
府
と
そ
の
所
属
州
県
に
そ
の
こ
と
を
訊

問
し
た
。
ま
た
盛
住
上
京

の
際
の
通
過
路
に
当
る
嘉
興
府
所
属
の
各
知
県
を
省
庁

へ
緊
急
に
呼
び
出
し
訊
問
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
各
関

係
者
が
皆
揃

っ
た
と
こ
ろ
で
、
(六
月
)
四
日
に
私
達
は
實
光
婦
と
共
に
直
接
訊
問
し
た
。
・
・
各
関
係
府
州
県
の
者
が
皆
云
う
所
で
は
、

盛
住
に
銀
両
を
贈

っ
た

(饒
送
し
た
)
と
い
う
事
実
は
な

い
と
。

更
に
省
都
よ
り
遠
距
離
に
あ
る
各
府
に
は
伊
齢
阿
が
緊
急
の
調
査
命
令
を
出
し
た
が
、
銀
両
を
醜
送
し
た
事
実
は
な
い
と

い
う
証
明
書

を
送

っ
て
来
た
と

い
う
。
従

っ
て
實
光
鼎
の
指
摘
は
風
聞
を
信
用
し
た
結
果
で
あ

っ
て
、
盛
住
が
醜
送
銀
を
受
取

っ
て
い
た
事
実
は
存
在

し
な
い
と

い
う
こ
と
が
明
白
に
な

っ
た
。
結
局
盛
住
は
何
ら
疾
し
い
点
が
無

い
と
い
う
こ
と
で
布
政
使

へ
の
復
職
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

所
が
更
に
實
光
鼎
の
立
場
を
悪
く
す
る
報
告
が
海
成
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
。
海
成
は
、
上
述
の
よ
う
に
阿
桂
等
に
よ

っ
て
独
自
に
調
査
す

る
為
に
平
陽
県
等

へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
彼
か
ら
の
報
告
が

「史
料

一
八
」
で
あ
る
が
、
原
文
は
行
書

で
あ
り
、
筆
者
に
は

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
五

[15

]



漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
六

[16

]

読
解
不
能
な
の
で

『宮
中
棺
』
乾
隆
五

一
年
六
月
二
一二
日
の
同
文
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。
海
成

の
報
告
で
は
、

又
於
六
月
初
三
日
。
至
平
陽
県
。
随
即
出
示
曉
諭
。
張
掛
四
門
。
如
前
任
知
県
黄
梅
。
有
勒
派
情
事
。
許
士
庶

人
等
拠
実
呈
首
。
自

初
三
日
起
。
至
初
五
日
。
毎
日
親
至
県
堂
。
放
告
三
日
。
寛
無
具
呈
之
人
。
恐
書
役
人
等
。
有
在
外
欄
阻
情
弊

。
当
即
伝
集
該
県
生

監
邸
雲
彩
等
二
十
五
人
。
以
及
城
郷
地
保
及
書
役
等
多
人
。
隔
別
訊
問
。
倉
称
。
前
任
知
県
黄
梅
。
実
無
勒
派
之
事
。
各
具
親
供
甘

結
。

ま
た
六
月
三
日
平
陽
県
に
到
着
し
、
直
ち
に
告
示
を
城
内

の
四
門
に
張
り
出
し
、
も
し
前
任
知
県
黄
梅
が

(顧
空
銀
を
)
強
制
割
当
し

た
と
い
う
事
実
が
あ

っ
た
な
ら
ば
、

一
般
人
が
事
実
に
基
づ
い
て
申
し
出
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
し
た
。
三
日
か
ら
五
日
ま
で
毎
日
自
ら

県
堂
に
出
向
き
、
三
日
間
そ
の
こ
と
を
訴
え
た
が
申
し
出
る
者
は
い
な
か

っ
た
。
県
の
書
役
等
が
他
処
で
引
き
止
め

て
い
る
と
い
け
な
い

の
で
、
直
ち
に
当
県
の
生
員

・
監
生
邸
雲
彩
等
二
五
人
、
及
び
県
城

・郷
村
の
地
保
や
書
役
等
大
勢
を
呼
び
集
め
、
個
別
に
訊
問
し
た
が
、

皆
前
任
知
県
黄
梅
が
強
制
割
当
し
た
事
実
は
無
か

っ
た
と
云

っ
た
。
各
自
が
そ
の
証
文
を
提
出
し
て
い
る
。

更
に
黄
梅
が
母
親
の
亡
く
な

っ
た
日
に
演
劇
を
上
演
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

再
黄
梅
供
称
。
本
年
正
月
十
二
日
。
為
伊
母
慶
九
十
歳
生
日
演
戯
。
伊
母

一
時
疲
塞
。
適
於
演
戯
之
夜
捧
故
。
並
非
母
死
之
後
演
戯
。

詞
之
該
県
書
役
。
所
称
倶
属
相
符
。

ま
た
黄
梅
の
云
う
所
で
は
、
今
年
正
月

一
二
日
、
彼
の
母
の
九
〇
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
演
戯
を
上
演
し
た
が
、
母
は

一
時
疾
が

詰
ま
り
、
演
劇
の
夜
に
急
死
し
た
。
母
の
死
の
後
演
劇
を
上
演
し
た
の
で
は
な
い
と
。
こ
れ
を
当
県
の
書
役
に
尋
ね
た
が
同
様
の
返
答
で

あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
海
成
の
報
告
は
全
く
實
光
鼎
の
指
摘
し
た
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
阿
桂
等
の
報
告
や
海
成
の
そ
れ
は
現
任



の
責
任
者
や
現
地
人
の
証
言
に
基
づ
く
具
体
的
な
内
容
で
あ

っ
た
の
で
、

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

そ
う
し
た
報
告
を
受
け
た
皇
帝
は
實
光
瀦

の
報
告
に
強

い
疑
念

三
、
寅
光
鼎
の
処
罰

結
局
皇
帝
は
實
光
鼎
に
再
度
、
事
実
に
基
づ
い
た
回
答
を
行
う
こ
と
を
命
ぜ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
「
史
料
二
〇
」
は
實
光
鼎
に
よ

る
そ
の
反
論
で
あ
る
が
、
行
書

の
文
で
あ
る
と
と
も
に
相
当
の
長
文

・8
)
な

の
で

『実
録
』
巻

一
二
六
〇
、
乾
隆

五

一
年
閏
七
月
壬
申

朔

の
条
に
よ
り
、
要
点
の
み
を
述
べ
る
。

第

一
は
、
前
任
仙
居
県
知
県
徐
延
翰
が
臨
海
県
の
生
員
馬
寅
を
故
意
に
取
調
べ
獄
死
さ
せ
た
件
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後

の
調
べ
で
、
馬
虞
は
生
員
の
身
で
あ
り
な
が
ら
匪
徒
陳
天
河
、
郡
能
文
等
と
ぐ
る
に
な
り
、
弔
い
に
行

っ
て
謝
礼
を
求
め
寺
僧
と
争
い

を
起
こ
す
等
不
当
の
行
い
が
あ

っ
た
。
徐
延
翰
が
馬
寅
を
収
監
し
た
の
は
正
当
な
行
為
で
あ

っ
て
、
そ
の

一
〇
日
余

り
の
後
、
彼
は
病
気

で
亡
く
な

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
實
光
鼎
が
云
う
よ
う
に
馬
寅
は
故
意
の
取
調
べ
の
傷
が
原
因
で
亡
く
な

っ
た
の
で
は
な
か

っ

た
。
皇
帝
は
こ
の
件
に
対
し
て
、
實
光
鼎
の
言
い
分
は

「是
其
祖
護
劣
衿
。
偏
執
己
見
。
不
自
知
其
言
之
狂
妄
若
此
」

(こ
れ
は
不
良
生

員
を
庇

い
、
自
分
の
意
見
に
固
執
し
て
そ
の
言
分
の
出
鱈
目
な
の
を
知
ら
な
い
の
だ
)
と
決
め
付
け
て
い
る
。

第
二
は
平
陽
県
知
県
黄
梅
が
母
の
喪
に
当
り
劇
を
上
演
し
た
件
に
つ
い
て
、
實
光
鼎
は

「平
陽
県
黄
梅
。
母
喪
演
戯
。
係
閨
邑
生
童
所

言
」
と
述
べ
る
に
止
ま

っ
た
。

第
三
は
平
陽
県
の
断
空
に
つ
い
て
で
あ
る
。
實
光
婦
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
七
[17
]



漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
八

[18

]

平
陽
顧
空
。
自
黄
梅
始
。
該
県
以
庸
空
之
多
。
挟
制
上
官
。
久
拠
美
鉄
。
縦
令
伊
子
借
名
派
索
濫
用
。
而
抗
不
彌
補
。
且
指
阿
桂
等
。

於
議
処
塵
空
各
員
。
未
将
黄
梅
従
重
弁
理
。

平
陽
県
の
塵
空
は
黄
梅
か
ら
始
ま

っ
た
。
彼
は
当
県
の
庸
空
が
多
額
な
こ
と
を
以
て
上
司
を
脅
し

(薦
空
に
対
し

て
監
督
責
任
を
問
わ

れ
る
と

い
う
こ
と
か
)、
長
く
美
鉄

(実
入
り
の
良
い
ポ
ス
ト
)
に
留
ま

っ
て
、
自
分
の
息
子
に
顧
空
の
補
填
を
名
目
に
し
て
縦
に
税
銀

を
割
り
当
て
て
濫
用
さ
せ
、
し
か
も
塵
空

の
補
填
を
し
な
か

っ
た
。
そ
の
上
阿
桂
等
は
脇
空
を
出
し
た
各
知
県
を
議
処

(懲
戒
)
す
る
に

当
た
り
、
黄
梅
を
重
く
処
置
し
な
か

っ
た
と
阿
桂
等
を
批
難
し
た
。
更
に
ま
た
海
成
の
報
告
に
対
し
て
は

「
海
成
為
地
方
官
所
朦
」
(海

成
は
地
方
官
に
誤
魔
化
さ
れ
て
い
る
)
と
批
判
し
た
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
彼
は
自
身
が
直
接
平
陽
県

へ
赴

い
て
調
査
す
る
こ
と
を
主
張

し
た
。

こ
う
し
た
實
光
鼎
の
反
論
に
対
し
、
皇
帝
は
、

漸
省
塵
空

一
案
。
業
経
阿
桂
等
査
弁
完
結
。
将
乾
隆
四
十
三
年
以
後
歴
任
各
員
。
擬
以
革
職
。
暫
行
留
任
。
按
照
在
任
日
月
分
賠
。

勒
限

一
年
不
完
。
照
虚
出
通
関
律
治
罪
。
黄
梅
之
罪
。
亦
与
他
州
県
相
彷
。
若
独
予
従
重
。
不
特
撫
以
服
其
心
。
天
下
有
此
弁
事
之

法
乎
。

断
江
省
の
銭
糧
庸
空
の
件
は
既
に
阿
桂
等
が
調
査
、
処
置
し
完
了
し
て
い
る
。
乾
隆
四
三
年
以
後
の
歴
任
の
官
員
は
、
免
職
を
予
定
し

て
い
る
が
暫
時
留
任
さ
せ
、
在
任
の
期
間
に
よ

っ
て

(断
空
額
を
)
賠
償
さ
せ
、

一
年
限
定
で
賠
償
を
完
了
で
き
な
け
れ
ば
、
虚
出
通
関

律

に
基
づ

い
て
処
罰
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
黄
梅
の
罪
も
他
州
県
と
同
様
に
す
べ
き
で
、
彼
に
だ
け
過
重
な
罰
を
与
え
る
な
ら
、
彼
を

心
服
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
み
な
ら
ず
、
国
家
に
こ
の
様
な
処
罰
の
法
が
有

っ
て
よ
い
も
の
か
と
實
光
鼎
を
た
し
な
め
た
。
ま
た
彼

が
直
接
平
陽
県

へ
出
向
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、



今
伊
寛
自
親
赴
平
陽
県
訪
査
。
如
果
能
査
明
。
自
当
男
弁
。
若
至
生
事
。
陵
夷
地
方
官
。
是
伊
自
取
答
耳
。

今
彼
は
直
接
平
陽
県

へ
赴

い
て
調
査
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
も
し
事
態
を
適
切
に
調
査
解
明
す
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
当
然
別
の
処

置
を
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
問
題
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
地
方
官
を
虐
げ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
彼
は
自
身
で
答
め
を

取

る
こ
と
に
な
る
と
戒
め
た
。
し
か
し
實
光
鼎
は
な
お
そ
の
態
度
を
改
め
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
結
局
乾
隆
帝
は
彼
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
処
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

今
實
光
瀦
固
執
己
見
。
曉
曉
不
休
者
。
以
為
尽
職
乎
。
以
為
効
忠
乎
。
且
實
光
鼎
身
任
学
政
。
校
士
是
其
専
責
。
現
当
賓
興
大
典
。

多
士
守
候
録
科
。
平
陽
去
省
。
往
返
二
千
余
里
。
該
学
政
必
欲
親
往
訪
査
。
而
置
分
内
之
事
於
不
弁
。
殊
属
軽
重
失
当
。
…

實

光
蕪
著
交
部
議
処
。

今
實
光
鼎
は
己
が
意
見
に
固
執
し
、
悲
鳴
の
よ
う
な
声
を
上
げ
て
止
め
な
い
の
は
、
職
務
を
尽
く
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
忠
節
を
尽
く
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
且
實
光
婦
は
学
政
の
任
に
在
り
、
地
方
試
験
を
行
う

こ
と
が
専
任
の
職
務

と
な

っ
て
い
る
。
今
は
重
要
な
科
挙
試

(郷
試
)
の
時
期
に
当
り
、
多
数
の
受
験
生
が
合
格
発
表
を
待

っ
て
い
る
。
平
陽
は
省
都
か
ら
の

距
離
が
往
復
二
千
余
里
に
も
な
る
。
当
学
政
が
ど
う
し
て
も
自
身
調
査
に
出
向
き
、
職
務
内
の
事
を
処
理
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
、

特
に
軽
重
を
誤

っ
た
こ
と
に
な
る
。
…

實
光
鼎
は
吏
部
に
申
し
付
け
て
懲
戒
処
分
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
賓
光
鼎
は
自
身

の
意
見
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
多
く
の
地
方
官
に
も
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ず
、
更
に
は
自
身
の
最
も
重
要
な
職
務
で
あ

る
科
挙
試
お
も
な

い

が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
態
度
を
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
、
乾
隆
帝
は
懲
戒
処
分
を
命
ぜ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
事
態
は
こ
れ
で
収
ま
ら
な
か

っ
た
。
實
光
照
自
身
が
平
陽

へ
出
向
き
調
査
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
皇
帝

は
別
に
巡
撫
伊
齢
阿

(
こ
の
時
彼
は
新
た
に
巡
撫
に
任
命
さ
れ
て
い
た
)
に
秘
密
裡
に
平
陽

へ
行
き
こ
う
し
た
事
態
を
調
査
す
る
よ
う
に

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

一
九
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〇
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命
じ
た

(「密
行
留
心
訪
察
」
)
豆

。
こ
の
時
の
伊
齢
阿
の
報
告
が

「史
料
二
七
」
で
あ
る
が
矢
張
り
行
書

の
文
な

の
で
、
同
文

の

『宮

中
棺
』
乾
隆
五

一
年
閏
七
月
初

一
〇
日
の
文
に
拠
る
。

査
得
。
拠
温
処
道
張
裕
穀
。
署
永
嘉
県
知
県
程
嘉
績
。
先
後
稟
報
。
實
光
鼎
於
末
到
平
陽
之
先
。
即
潜
差
人
赴
平
陽

一
帯
。
招
集
生

童
。
呈
控
地
方
事
件
。
於
閏
七
月
初

一
日
。
行
抵
平
陽
。
掛
牌
放
告
。
並
諭
教
官
。
伝
集
生
員
等
。
斉
詣
明
倫
堂
。
…

是
日
實

光
鼎
親
詣
明
倫
堂
。
将
地
方
官
概
行
叱
退
。
祇
令
生
監
参
見
。
・
・
随
詞
以
黄
梅
在
任
款
蹟
。
生
監
等
皆
答
云
不
知
。
實
光
薫
即
発

怒
胞
障
。
並
以
斥
革
究
処
之
言
恐
嚇
。
令
生
監
等
呈
控
。
彼
時
並
無
首
告
之
人
。
初
二
日
。
復
到
明
倫
堂
。
男
択
新
進
生
員
。
向
其

恐
嚇
。
:
汝
等
若
不
肯
言
。
必
加
重
処
。
維
時
諸
生
中
有
口
稟
者
数
人
。
實
光
蕪
復
偉
作
耳
聾
。
令
其
繕
写
。
以
為
親
供
張
本
。
:
・

又
於
初
三
四
日
。
鎖
掌
該
県
書
役
人
等
。
用
刑
恐
嚇
。

温
処
道
道
員
張
裕
穀
、
署
永
嘉
県
知
県
程
嘉
績
が
前
後
し
て
知
ら
せ
て
き
た
所
で
は
、
實
光
鼎
は
平
陽
に
到
着
す

る
以
前
に
、
密
か
に

別
人
を
平
陽

一
帯
に
差
し
向
け
、
生
員
、
童
生
を
招
集
し
て
地
方

の
事
件
を
訴
え
さ
せ
た
。
閏
七
月

一
日
に
は

(自
身
が
)
平
陽
に
至
り
、

各
所
に
書
き
札
を
掛
け
て
訴
え
、
ま
た
県
学
の
教
官
達
に
命
じ
て
生
員
等
を
皆
明
倫
堂

へ
集
合
さ
せ
た
。
・
・
こ
の
日
に
、
實
光
鼎
自
身

が
明
倫
堂
に
至
り
、
地
方
官
達
を
皆
退
去
さ
せ
、
た
だ
生
員
、
監
生
達
だ
け
を
会

い
に
来
さ
せ
た
。
・
・
そ
し
て
黄
梅
在
任
中
の
事
績
を

尋
ね
た
。
生
員
、
監
生
達
が
皆
知
ら
な

い
と
返
答
し
た
所
、
實
光
照
は
い
き
な
り
怒

っ
て
怒
鳴
り
立
て
る
と
と
も
に
、
生
員

.
監
生
の
資

格
を
取
り
止
め
処
分
す
る
と
云

っ
て
脅
し
、
彼
等
に
訴
え
出
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
は
訴
え
出
る
者

は
い
な
か
っ
た
。
二

日
に

(實
光
薫
は
)
再
び
明
倫
堂
に
至

っ
て
、
別
に
新
た
に
合
格
し
た
生
員
を
選
び
出
し
、
脅
迫
し
た
。
・
・
お
前
達
が
若
し
ど
う
し
て

も
云
お
う
と
し
な
い
な
ら
ば
必
ず
重
く
処
罰
す
る
と
。
そ
の
時
諸
生
の
中

の
数
人
が
口
頭
で
申
し
立
て
た
。
す
る
と
實
光
鼎
は
耳
が
聞
こ

え
な
い
と
詐
り
、
そ
の
生
員
達
に

(事
柄
を
)
紙
に
書
か
せ
自
身

の
供
述
と
さ
せ
た
。

…

ま
た
三
、
四
日
に
は
、
当
県

の
書
役
人
達



を
捕
え
て
鎖
に
繋
ぎ
、
刑
具
を
使

っ
て
脅
迫
し
た
。

こ
の
伊
齢
阿
の
報
告
は
平
陽
県
に
於
け
る
實
光
蕪
の
行
動
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
、
實
光
蕪
は
学
政
の
地
位
を
利
用
し
て
平
陽
県

の
生
員
、
監
生
達
を
脅
迫
し
、
黄
梅
在
任
中
の
悪
行
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
到
底
信
用
で
き
な

い
。
ま
た
生
員
達
が

訴
え
出
る
の
を
県
の
書
役
達
が
妨
害
し
な

い
よ
う
に
彼
等
を
鎖
に
繋
ぎ
止
め
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

皇
帝
は
こ
の
伊
齢
阿
の
報
告
に
接
し
、
實
光
照
に
対
し
更
に
明
確
な
処
分
を
下
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
『
実
録
』
巻

一
二
六

一
、

乾
隆
五

一
年
閏
七
月
己
丑
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

實
光
鼎
執
意
妄
行
。
寛
欲
以
生
監
等
筆
拠
為
験
。
是
其
挙
動
乖
張
瞥
乱
。
朕
亦
不
能
為
之
曲
庇
　
。
…

乃
於
漸
省

一
案
。
執
弁

不
休
。
無
故
陥
人
於
杵
逆
。
名
節
有
庸
之
事
。
今
復
招
集
生
監
。
逼
令
指
実
。
而
置
目
前
録
科
之
事
不
弁
。
・
・
幾
誤
場
期
。
如
此
。

若
再
姑
容
。
則
何
以
為
暖
取
生
事
者
戒
。
實
光
鼎
著
照
部
議
革
職
。

實
光
鼎
は
意
地
を
張

っ
て
妄
り
に
行
動
し
、
生
監
達
の
書

い
た
物
を
証
拠
と
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
挙
動
は
人
の
道
か
ら
外
れ
乱
れ
た

も

の
で
、
朕
は
曲
げ
て
こ
れ
を
庇
う
よ
う
な
こ
と
は
出
来
な

い
。
…

(實
光
蕪
は
)
漸
江
省

の
案
件
に
つ
い
て
、
執
拗
に

(自
己
流
に
)

処

理
し
よ
う
と
し
て
理
由
も
な
く
人
を
反
抗
の
道
に
陥
れ
、
(自
身
の
)
名
節
に
断
け
る
所
が
有

っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
ま
た
生
監
達
を
呼

び
集
め
強
制
的
に
証
拠
を
出
さ
せ
よ
う
と
し
、
し
か
も
目
前
の
郷
試
の
実
施
を
遅
ら
せ
、
殆
ど
試
験
の
期
日
を
違
わ

さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

を

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
な
の
に
再
度

(彼
を
)
許
し
た
な
ら
ば
、
如
何
し
て
職
務
を
疎
ん
じ
問
題
を
起
こ
す
者
の
戒
め
と
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
實
光
酪
は
吏
部
の
見
解
に
よ
り
革
職

(免
職
)
と
す
る
。

乾
隆
帝
は
、
窒
光
窮
に
つ
い
て
同
文
中
に
於

い
て
、
彼
は
学
問
に
は
優
れ
て
い
る
の
に
未
だ
昇
進
で
き
な

い
の
は

「
即
因
其
性
情
偏
執
。

遇
事
輯
挟
私
見
」
と
云
い
、
彼
の
性
格
の
偏
狭
さ
を
認
め
て
い
た
。
實
光
鼎
は
頑
固
に
自
身
の
見
聞
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の
意
見
を
押
し
通

断
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二

一
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そ
う
と
し
て
免
職
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
後
に
続
い
た
伊
齢
阿
の
報
告
は
實
光
鼎
の
立
場
を
更
に
悪

く

し
た
。
そ
の
報
告
は

「史
料
二
八
」
で
あ
る
が
、
矢
張
り
行
書
の
文

で
あ
り
、
か
な
り
長
文
な
の
で

『実
録
』

X

1
1
1-1:
1
、
乾
隆

五

一
年
閏
七
月
乙
未
の
条
に
よ
り
要
点
を
の
み
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

拠
伊
齢
阿
奏
。
實
光
蕪
在
平
陽
城
陛
廟
。
多
備
刑
具
。
伝
集
該
県
書
吏
。
追
究
原
任
知
県
黄
梅
款
蹟
。
生
監
平
民
人
等
。

一
概
命
坐
。

千
百
成
群
。
紛
紛
噌
雑
。
及
由
平
陽
回
省
。
携
帯
多
人
。
坐
船
由
渓
河
昼
夜
行
走
。
以
致
水
手
落
河
滝
艶
。
抵
省
時
。
称
黄
梅
款
蹟
。

不
是
丁
憂
演
戯
。
乃
男
有
呈
控
之
案
。
曉
曉
執
弁
。

伊
齢
阿
の
上
奏
に
拠
れ
ば
、
實
光
照
は
平
陽
県
の
城
陛
廟
に
多
数
の
刑
具
を
用
意
し
て
、
当
県
の
書
吏
を
呼
び
集
め
、
原
任
知
県
の
黄

梅

の
事
績
を
追
究
し
た
。
(そ
の
時
集
ま

っ
て
来
た
)
生
監
や

一
般
人
に
座
る
よ
う
に
命
じ
た
。
大
勢
の
人
が
群
が

っ
て
集
ま
り
騒
ぎ
立

て
た
。
ま
た
平
陽
か
ら
省
都
に
戻
る
の
に
、
多
数

の
人
を
引
き
連
れ
船
に
乗

っ
て
渓
や
河
を
昼
夜
航
行
し
た
の
で
、
船
頭
が
河
に
落
ち
て

水
死
し
た
。
省
庁
に
到
着
す
る
と
、
彼
は
黄
梅

の
事
績
は
服
喪
中
に
演
戯

(丁
憂
演
戯
)
し
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
別
に
申
し
立
て
る
べ

き
件
が
有
る
と
喧
し
く
云
い
立
て
た
と

い
う
。

實
光
婦
の
偏
執
狂
的
態
度
に
つ
い
て
、
伊
齢
阿
の
二
度
に
わ
た
る
報
告
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
次
の
よ
う
な
処
分
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く

な

っ
た
。

看
来
。
實
光
鼎
寛
係
病
癒
。
是
以
挙
動
顛
狂
若
此
。
伊
於
黄
梅
丁
憂
演
戯

一
節
。
始
則
誤
聴
人
言
。
・
・今
赴
平
陽
訪
査
。
此
事
属
虚
。

復
言
黄
梅
任
内
。
男
有
別
項
款
蹟
。
以
実
其
説
。
如
此
乖
張
瞥
乱
。
不
但
有
乖
大
臣
之
体
。
且
恐
煽
惑
人
心
。
致
啓
生
監
平
民
人
等
。

計
告
官
長
。
致
尤
滋
事
之
風
。
不
可
不
厳
行
懲
徹
。
僅
予
革
職
。
不
足
蔽
享
。
實
光
鼎
著
弩
交
刑
部
治
罪
。

見
る
に
、
實
光
鼎
は
狂
気
を
患

っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
に
挙
動
が
動
顛
し
て
い
る
の
だ
。
彼
は
黄
梅
の
丁
憂
演
戯



の
件
で
は
、
始
は
誤

っ
て
他
人
の
云
う
事
を
聞
き
入
れ
て
し
ま

っ
た
。
・
・
今
回
平
陽

へ
赴
き
調
査
し
て
そ
の
事
が
事
実
で
な

い
と
分
か

る
と
、
再
度
、
黄
梅
在
任
中
の
件
で
は
別
の
事
績
が
有
る
と
云
い
立
て
、
自
説
を
事
実
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
態
度
は
人
の

道
か
ら
外
れ
道
理
を
乱
す
も
の
で
あ
り
、
大
臣
に
相
応
し
い
態
度
に
乖
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
上
人
心
を
煽
り
立
て
て
、
生
員
、
監
生
や

一
般
人
が
役
人
に
対
し
て
騒
ぎ
立
て
る
態
度
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
を
見
習

っ
て
騒
ぎ
を
起
こ
す
様
な
風
潮
は
厳
し

く
戒
め
な

い
訳
に
は

い
か
な

い
。
た
だ
免
職
に
処
す
る
だ
け
で
は
そ
の
罪
を
償
う
に
足
り
な
い
。
實
光
鼎
は
命
じ
て
逮
捕
し
刑
部
に
引
き

渡
し
て
処
罰
さ
せ
よ
。

結
局
、
實
光
鼎
は
自
身
の
見
解
を
頑
固
に
押
し
通
そ
う
と
し
た
態
度
を
狂
気
の
沙
汰
と
見
な
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
生
員
や
民
衆
が
役

人

に
対
し
て
反
抗
す
る
気
風
を
助
長
す
る
よ
う
な
態
度
を
取

っ
た
と
し
て
刑
部
に
お
い
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
彼
は
こ
の
間
に
も
怯
む
こ
と
な
く
平
陽
県
に
於
い
て
自
身
が
調
取
し
た
事
実
に
つ
い
て
上
奏
す
る
と
と
も

に
、
入
手
し
た
証
拠

品
を
皇
帝
の
下

へ
送

っ
て
い
た
。
そ
の
報
告
文
が

「史
料
三

1
J
で
あ
り
、
實
光
鼎
は
冒
頭
に
於

い
て
平
陽
の
監
生

・
生
員
等
が
前
任
知

県
黄
梅
の

「種
種
派
累
」
の
事
実
に
つ
い
て
上
申
書

(呈
状
)
を
差
し
出
そ
う
と
し
た
が
、
温
州
府
知
府
が
差
役
に
命
じ
て
そ
れ
を
阻
止

さ
せ
た
と
い
う
事
実
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
次

い
で
、

臣
於
閏
七
月
初

一
二
一二
四
等
日
。
赴
県
学
明
倫
堂
。
当
有
掲
職
布
政
使
理
問
呉
栄
烈
等
紳
士
民
人
数
百
人
。
陸
続
呈
送
。
五
十
年
派

揖
田
単
二
千
余
張
。
供
称
。
黄
知
県
以
彌
補
顧
空
為
名
。
計
畝
派
損
。
毎
田

一
畝
。
掲
大
銭
五
十
文
。
毎
戸
給
官
印
田
単

一
張
。
与

徴
収
銭
糧
無
異
。

私
が
閏
七
月

一
、
二
、
三
、
四
日
に
、
県
学
の
明
倫
堂
に
赴
く
と
、
指
納

の
布
政
使
理
問
呉
栄
烈
等
紳
士
や
民
衆
数
百
人
が
集
ま

っ
て

い
て
、
続
々
と
五
〇
年
に
割
当
て
ら
れ
た
寄
付
金
の
土
地
証
文
二
〇
〇
〇
余
枚
を
差
し
出
し
た
。
そ
し
て
云
う
の
に
は
、
黄
知
県
は
顧
空

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二

三

[
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漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二
四
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の
補
填
を
名
目
と
し
て
、
田
土
数
を
計

っ
て
寄
付
金
を
割
り
当

て
た
。
そ
れ
は
土
地

一
畝
毎

に
大
銭
五
〇
文
で
、
各

戸
に
官
印
を
押
し
た

土
地
証
文
を
配
布
し
た
。
そ
れ
は
銭
糧
の
徴
収
と
同
様

の
状
態
で
あ

っ
た
と
。

こ
こ
で
は
實
光
鼎
が
明
倫
堂
に
於

い
て
行

っ
た
事
柄

の
み
な
ら
ず
、
前
任
知
県
の
黄
梅
が
廟
空
補
填
を
目
的
と
し

て
寄
付
金
を
各
戸
に

割
り
当
て
た
事
実
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
続
け
て
、

復
拠
呉
栄
烈
等
九
人
。
呈
送
四
十
七
年
借
票
九
張
。
共
計
大
銭
二
千

一
百
千
。
供
称
。
四
十
四
年
。
曽
勧
掲

一
次
。
四
十
七
年
。
復

行
勧
掲
。
将
所
据
銭
数
。
各
虚
立
借
票
。
又
拠
監
生
伍
嘉
庚
等
称
。
四
十
四
年
。
勧
掲

一
次
。
四
十
七
年
。
復
行
勧
掲
請
洒
。
不
到

者
即
著
図
差
勒
損
。
銭
自

一
百
余
千
至
三
五
千
不
等
。

ま
た
呉
栄
烈
等
九
人
は
四
七
年
の
借
用
証
書
九
枚
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
合
計
は
借
金
大
銭
二

一
〇
〇
千

(貫
)

で
あ

っ
た
。
そ
し
て

云
う
所
で
は
、
四
四
年
に

一
度
寄
付
金
を
募

っ
た
。
四
七
年
に
も
ま
た
寄
付
を
募
り
、
寄
付
金
の
額
に
よ

っ
て
各
々
借
用
証
書
を
渡
し
た
。

ま
た
監
生
伍
箋
庚
等
の
云
う
所
で
は
、
四
四
年
に

一
度
寄
付
を
募
り
、
四
七
年
に
も
再
度
寄
付
を
募

っ
た
。
応
じ
な

い
者
は
直
ぐ
に
図
差

に
命
じ
て
強
制
的
に
寄
付
さ
せ
た
。
そ
の
額
は
銭

一
〇
〇
余
貫
か
ら
三
貫
、
五
貫
程
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
は
四
四
年
、
四
七
年
の
二
度
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
寄
付
金
割
り
当
て
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
寄
付
金
を
割
り
当

て
る
の
に
田
土
数
を
基
準
に
し
た
か
ど
う
か
等

の
事
は
分
か
ら
な
い
。
實
光
薫
は
ま
た
別
の
事
実
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

再
査
。
平
陽
県
倉
貯
穀
。
応
四
万
七
千

一
百
余
石
。
而
倉
内
実
無
貯
穀
。
臣
詞
拠
赴
控
人
等
倉
供
称
。
乾
隆
四
十
三
年
前
。
倉
穀
従

無
庸
空
。
自
黄
梅
到
任
後
。
任
意
羅
売
。
遂
成
空
倉
。
毎
歳
採
買
倉
穀
。
並
不
給
価
。
只
差
胃
役
下
郷
。
先
付
花
戸
小
票

一
張
。
号

日
飛
頭
。
或
付
穀
領

一
紙
。
填
明
石
数
。
将
領
先
行
送
官
緻
銭
。
後
発
還
票
内
所
開
価
銀
。
乃
用
以
収
銭
。
…

臣
査
各
供
。
所

緻
銭
文
。
毎
石
五
百
六
百
至
七
百
不
等
。
名
為
採
買
倉
穀
。
実
則
勒
掲
銭
文
。
是
該
員
借
彌
補
而
勒
掲
。
既
勒
掲
。
伍
不
彌
補
。
直



借
彌
補
為
肥
己
之
計
。
瀧
任
八
年
。
所
侵
呑
部
定
穀
価
。
与
勒
掲
之
銭
。
計
賊
不
下
二
十
余
万
。
経
上
官
勒
限
催
追
。
伍
桿
然
不
顧
。

更
に
調
べ
た
所
、
平
陽
県
倉
に
貯
蓄
さ
れ
る
べ
き
米
穀
は
四
万
七

一
〇
〇
余
石
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
倉
内
に
は
全
く
貯
穀
が
無
か

つ

た
。
私
は
訴
え
に
や
っ
て
来
た
人
達
に
尋
ね
た
所
、
皆
云
う
の
に
は
、
乾
隆
四
三
年
以
前
に
は
倉
庫
の
穀
物
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
全

く
無
か

っ
た
。
黄
梅
の
着
任
後
、
彼
が
勝
手
に
穀
物
を
売
り
出
し
、
遂
に
空
倉
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
毎
歳
倉
穀
を
買
取

っ
た
が
、
そ
の

価
格
を
支
払
わ
な
か

っ
た
。
た
だ
胃
吏
達
を
農
村

へ
派
遣
し
て
先
に

「飛
頭
」
と

い
う
紙
の
札
を
各
農
家
に
配
布
す

る
か
、
穀
数
を
記
入

し
た
札
を
配
布
し
た
。
そ
れ
は
先
に
官
に

(石
数
に
相
当
す
る
)
銭
を
納
め
、
後
に
そ
の
札
に
記
さ
れ
た
代
価
の
銀
を
返
す
と

い
う
こ
と

で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
銭
を
納
め
さ
せ
た
。

…

私
は
各
人
の
云
う
所
を
調
べ
た
が
、
収
め
た
銭
は
毎
石
五
〇
〇
文
、
六
〇
〇
文

か
ら
七
〇
〇
文
で
あ

っ
た
。
名
目
は
倉
穀
を
買

い
上
げ
る
と
云
う
事

で
あ
る
が
、
実
際
は
銭
を
強
制
的
に
寄
付
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
当
該
官
が

(欠
損
の
倉
穀
を
)
補
填
す
る
こ
と
を
名
目
に
し
て
寄
付
を
強
制
し
、
強
制
的
に
寄
付
さ
せ
た
後
、
な
お
補
填
し
な
か

つ

た
。
こ
れ
こ
そ
補
填
を
名
目
に
私
腹
を
肥
や
す
計
画
で
あ
る
。
(黄
梅
は
)
知
県
の
任
に
あ
る
事
八
年
、
こ
の
間
に
横
領
し
た
規
定
の
穀

物
価
格
と
強
制
寄
付
の
銭
高
は
、
合
計
二
〇
余
万
両
を
下
ら
な
い
。
上
官
が
期
限
を
切

っ
て
欠
損
額
の
返
還
を
求
め

て
も
彼
は
強
硬
に
知

ら
ぬ
顔
を
し
て
い
た
。

實
光
鼎
は
ま
た
、
黄
梅
が
平
陽
県
の
倉
穀
の
断
空
補
填
の
た
め
に
実
施
し
た
別
途
の
強
制
寄
付
の
方
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
述
べ
た

の
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
に
続
け
て
、
伊
齢
阿
の
命
を
受
け
た
海
成
が
平
陽
県

へ
赴
き
実
情
調
査
を
行

っ
た
際
の
事
実
も
報
告
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

至
海
成
放
告
時
。
監
生
侃
若
藻
具
呈
待
控
。
被
県
役
奪
呈
。
送
府
発
学
。
管
押
其
具
結
。
監
生
邸
雲
彩
等
二
十
五
人
供
称
。
該
府
同

海
成
伝
生
員
孔
傅
人
間
話
。
該
生
供
吐
実
情
。
該
府
斥
其
無
拠
。
発
学
管
押
。
該
学
為
告
疲
症
免
押
。
筋
写
並
無
勒
派
甘
結
。
監
生

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二

五
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漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二
六
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邸
雲
彩
、
生
員
陳
廷
瑞
等
十
三
人
。
老
民

一
人
。
遂
不
敢
異
詞
。
其
甘
結
多
令
礼
房
学
書
代
写
。
又
童
生
陳
金
鑑
等
六
人
。
並
未
到

案
。
亦
為
捏
写
甘
結
。
…

種
種
情
事
。
皆
該
府
萢
思
敬
装
飾
。
以
欺
海
成
。

海
成
が
告
知
し
た
時
、
監
生
の
侃
若
藻
が
申
立
書
を
用
意
し
て
待

っ
て
い
た
が
、
.県
の
胃
吏
に
そ
の
書
を
奪
わ
れ
、
(身
柄
は
)
府
に

送
ら
れ
県
学
に
護
送
さ
れ
、
申
し
立
て
る
の
を
押
し
止
め
ら
れ
た
。
監
生
邸
雲
彩
等

二
五
人
が
云
う
所
で
は
、
当
該

の
知
府
が
海
成
と
共

に
生
員
孔
傅
人
を
拘
引
し
物
事
を
尋
ね
た
。
当
生
員
は
事
実
を
述
べ
た
が
、
当
知
府
は
そ
れ
に
は
証
拠
が
無
い
と
し

て
斥
け
、
県
学
に
護

送
さ
れ
拘
留
さ
れ
た
。
当
学
生
は
疾
症

(喘
息
?
)
を
患

っ
て
い
る
と
告
げ
た
の
で
拘
留
は
免
じ
ら
れ
た
が
、
強
制
割
当
て
は
無
か

っ
た

と

い
う
証
文
を
書
か
さ
れ
た
。
監
生
邸
雲
彩
、
生
員
陳
廷
瑞
等

=
二
人
、
老
民

一
人
は
敢
え
て
異
議
を
申
し
立
て
な
か

っ
た
。
彼
等

の
証

文
は
礼
房
の
学
書

(書
吏
?
)
に
代
書
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
童
生
の
陳
金
鑑
等
六
人
は
呼
出
し
に
応
じ
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
証
文

を
勝
手
に
書
か
れ
た
。
…

こ
れ
ら
種
々
の
事
実
は
皆
当
府
の
萢
思
敬
が
作
り
上
げ
て
海
成
を
欺

い
た
も
の
で
あ

る
。

既
述
の
よ
う
に
實
光
婦
は
、
海
成
は
地
方
官
に
誤
魔
化
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
事
実
を
こ
こ
で
具
体
的

に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

四
、
事
態
の
新
た
な
展
開

以
上
の
よ
う
に
實
光
鼎
は
詳
細
な
反
論
の
上
奏
を
行
う
と
同
時
に
、
収
集
し
た
証
拠
物
品
の

一
部
、
田
単

・
借
票

・
飛
頭
等
を
皇
帝

の

下

へ
送
り
届
け
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
受
取

っ
た
皇
帝
は
新
た
な
決
定
を
降
す
こ
と
に
な

っ
た
。
『実
録
』
巻

一
二
六

一
、
乾
隆
五

一

年
閏
七
月
戊
戌
の
条
に
は
、

今
観
實
光
薫
所
奏
。
又
似
黄
梅
実
有
勒
派
侵
漁
之
事
。
且
有
田
単
、
印
票
、
借
票
、
収
帖
各
紙
。
確
盤
可
拠
。
山豆
可
以
人
廃
言
。
:
・



若
朕
惟
阿
桂
、
曹
文
埴
、
伊
齢
阿
之
言
是
聴
。
而
置
此
疑
案
。
不
明
白
弁
理
。
不
但
不
足
以
服
實
光
鼎
之
心
。
且
漸
省
現
値
郷
試
。

生
監
雲
集
。
衆
口
籍
籍
。
将
何
以
服
天
下
輿
論
。
此
事
関
係
重
大
。
不
可
不
徹
底
根
究
。
以
服
衆
懲
貧
。

今
實
光
婦
の
上
奏
を
見
た
所
、
黄
梅
が
強
制
的
に
寄
付
を
割
当
て
そ
れ
を
着
服
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
上
田
単
・印
票
・

借
票

・
収
帖

(飛
頭
に
当
る
物
か
)
等
の
究
明
の
た
め
の
確
実
な
証
拠
が
出
た
。
如
何
し
て
人
柄
に
よ

っ
て
そ
の
言
辞
を
無
視
す
る
こ
と

が
出
来
よ
う
か
。
…

若
し
朕
が
た
だ
阿
桂
、
曹
文
埴
、
伊
齢
阿

の
言
の
み
を
聴
き
入
れ
て
、
こ
の
疑
獄
事
件
を
明
確
に
処
理
し
な
い

ま
ま
に
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
に
實
光
薫
を
心
服
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

い
だ
け
で
は
な
い
。
今
は
漸
江
省
の
郷
試
の
時
期
に
当

っ
て
お
り
、

生
員

・
監
生
が
多
数
集
ま

っ
て
き
て
お
り
皆
が
色
ん
な
こ
と
を
云
い
立
て
て
い
る
の
に
、
如
何
し
て
天
下
の
輿
論
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
よ
う
か
。
こ
の
事
件
は
関
係
す
る
所
が
重
大
で
あ
る
か
ら
、
徹
底
的
に
究
明
し
衆
心
を
納
得
さ
せ
貧
欲
者
を
懲
ら
し
め
な
い
訳
に
は

ゆ
か
な
い
。

と
述
べ
ら
れ
、
實
光
繭
は
偏
執
狂
的
な
人
柄
で
あ
る
が
、
確
か
な
証
拠
が
有
る
以
上
、
彼
の
言
辞
は
聴
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
阿
桂
等

欽
差
大
臣
達
の
言
い
分
の
み
に
頼
る
こ
と
は
出
来
な

い
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
帝
は
、
任
務
を
終
え
て
帰
途
に
就
い
て
い
る
で

あ
ろ
う
阿
桂
に
再
度
命
令
を
降
し
て
漸
江

へ
戻
ら
せ
、
こ
の
事
件
の
究
明
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
刑
部
に
よ
る
処
罰
が
決
定
し
て
い

た
實
光
照
も
断
江

へ
戻
ら
せ
再
度
の
取
調
べ
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
上
、
江
蘇
巡
撫
の
閾
鴉
元
を
捜
査
官
に
加
え
阿
桂
に
協

力

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る

(
『実
録
』
同
条
)。
更
に
乾
隆
帝
は
次

の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る

(『実
録
』
同
条
の
後
文
)
。

實
光
鼎
進
呈
者
。
不
過
毎
様
各
検

一
紙
。
其
留
漸
省
者
甚
多
。
以
此
観
之
。
則
伊
齢
阿
不
免
為
属
員
所
欺
　
。
・
・
伊
齢
阿
尚
可
。

朕
与
阿
桂
。
可
受
其
欺
乎
。
必
応
審
明
。

實
光
鼎
が
進
呈
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の
た
め
の

一
枚
に
過
ぎ
な

い
。
漸
江
省
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
者
は
相
当
多
数
で
あ
ろ
う
。

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二
七
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漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

二

八
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そ
う

い
う
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
伊
齢
阿
は
属
官
達
に
欺
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
・
・
伊
齢
阿
の
み
な
ら
ま
だ
よ

い
、
朕
と
阿
桂
と
が
彼

等

の
欺
き
を
受
け
る
こ
と
な
ど
出
来
よ
う
か
。
必
ず
事
実
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
實
光
鼎

の
具
体
的
な
反
論
の
上
奏
の
み
な
ら
ず
、
証
拠
品
と
し
て
の
田
単

・
印
票

・
収
帖
等
が
上
呈
さ
れ
た
以
上
、
乾

隆
帝
と
し
て
も
實
光
鼎

の
主
張
を
無
視
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
阿
桂
、
閏
鴉
元
に
命
じ
再
度
平
陽
県

に
お
け
る
黄
梅
の
事

績
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
阿
桂
等
欽
差
大
臣
達
の
調
査
や
、
伊
齢
阿
、
海
成
達
の
報
告
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
皇
帝
は
實
光
鼎
の
上
奏
文
と
証
拠
品
と
を
詳
細
に
調
べ
、
軍
機
大
臣
に
も
閲
覧
さ
せ
た
。
『実
録
』
巻

一
二
六

一
、

乾
隆
五

一
年
閏
七
月
戊
戌

の
条
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(實
光
照
)
摺
内
称
。
黄
梅
採
買
倉
穀
。
並
不
給
価
。
止
将
此
項
印
票
等
紙
。
為
設
法
収
銭
之
具
。
或
尚
推
實
光
鼎
招
告
所
得
。
其

間
虚
実
未
定
。
猶
可
抵
頼
。
至
向
戸
民
按
畝
派
掲
銭
五
十
文
。
公
然
写
給
印
票
。
又
借
部
民
呉
栄
烈
等
銭
文
。
於
借
票
上
用
貼
穀
堂

図
記
。
倶
係
証
拠
整
墾
者
。
若
謂
該
戸
民
等
捏
造
字
帖
。
希
図
計
告
。
止
可
捏
造
字
跡
。
山豆
図
記
亦
能
捏
造
乎
。
即
此
二
款
。
黄
梅

断
無
従
抵
頼
。
而
實
光
鼎
今
日
之
奏
。
不
得
謂
之
欲
実
其
事
。
妄
謳
人
　
。

(實
光
薫
の
)
奏
文
に
云
う
所
で
は
、
黄
梅
が
倉
穀
を
買
上
げ
る
の
に
、
穀
価
を
支
給
せ
ず
た
だ
こ
の
項
目
の
印
票
等

の
紙
札
を
配
布

し
て
銭
を
収
集
す
る
手
段
と
し
た
と
。
或
は
こ
れ
は
な
お
實
光
婦
が
申
立
て
さ
せ
た
結
果
だ
と
推
測
す
れ
ば
、
そ
の
虚
実
は
定
め
が
た
く

言

い
逃
れ
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
し
か
し
各
戸
民
に
対
し
て
そ
の
所
有
田
土
数
に
よ
り
寄
付
銭
五
〇
文
を
割
当
て
、
公
然
と
公
印
の
紙

票
を
配
布
し
た
り
、
更
に
ま
た
部
民
の
呉
栄
烈
等
か
ら
銭
を
借
り
、
そ
の
借
用
証
文
に
胎
穀
堂
の
印
章
を
使
用
す
る
等
、
共
に
明
確
な
証

拠

で
あ
る
。
若
し
そ
の
戸
民
等
が
紙
札
を
捏
造
し
て

(黄
梅
の
)
悪
事
を
暴
き
立
て
よ
う
と
図

っ
て
も
、
筆
跡
は
捏
造
す
る
こ
と
が
で
き



る
と
し
て
も
、
如
何
し
て
印
章
ま
で
も
捏
造
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
こ
の
二
項
は
、
黄
梅
断
じ
て
言

い
逃
れ
は
で
き
な
い
し
、
し
か

も
實
光
鼎
の
今
日
の
上
奏
は
自
分
の
言
い
分
を
事
実
と
し
、
妄
り
に
人
を
謳

い
る
も

の
と
云
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

乾
隆
帝
は
、
伊
齢
阿
が
二
度
に
亘
り
實
光
照
を
参
奏
し
た
こ
と
、
即
ち
實
光
婦
が
平
陽
県
の
明
倫
堂
に
生
員

・
監
生
等
を
呼
び
集
め
、

脅
迫
し
て
黄
梅
の
悪
事
を
記
し
た
証
文
を
提
出
さ
せ
た
等
の
事
を
強
く
意
識
し
、
そ
れ
で
も
實
光
鼎
の
呈
出
し
た
証
拠
の
妥
当
性
は
動
か

し
難
い
も
の
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
別
の
条
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『実
録
』
巻

一
二
六

一
、乾
隆
五

一
年
閏
七
月
庚
子
、

朕
反
覆
閲
看
。
黄
梅
劣
款
。
看
来
寛
係
属
実
。
並
非
實
光
薫
架
詞
処
捏
。
而
前
此
之
再
三
奏
弁
。
不
得
謂
之
風
聞
誕
陥
　
。
如
黄
梅

各
款
。
全
係
子
虚
。
則
前
日
實
光
鼎
随
摺
進
呈
之
田
単
、
領
借
等
紙
。
尚
可
云
出
自
實
光
鼎
捏
造
。
然
捏
造
字
跡
。
容
或
有
之
。
至

於
印
信
圖
書
。
量
能
捏
造
。
即
或
描
画

一
二
紙
。
亦
断
不
能
造
至
二
千
余
張
之
多
。
且
字
帖
内
倶
有
業
戸
花
名
排
号
。
實
光
鼎
量
能

逐
戸
間
之
。
而
偽
為
填
写
。
又
山豆
招
告
勒
供
之
所
能
捏
造
乎
。

朕
は
反
復
し
て
閲
覧
し
た
が
、
黄
梅
の
各
悪
業
は
結
局
事
実
と
云
え
る
。
決
し
て
實
光
鼎
が
言
葉
を
繕

っ
て
捏
造

し
た
も

の
で
は
な
い
。

こ
れ
よ
り
前
の
再
三
の
申
立
て
も
、
風
聞
に
よ
っ
て
人
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
も
の
と
云
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
若
し
黄
梅
に
関
わ
る
各
項

が
全
て
嘘
だ
と
す
れ
ば
、
前
日
、
實
光
鼎
が
上
奏
文
に
付
け
て
上
呈
し
て
来
た
田
単

・
借
領
証
文
等

の
紙
は
、
や
は
り
實
光
鼎
の
捏
造
に

よ
る
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
だ
が
筆
跡
の
捏
造
は
或
は
有
り
得
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
官
印

・
図
記
に
至

っ
て
は
如
何
し
て
捏

造
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
た
と
い
或
は

一
枚
、
二
枚
に
描
く
こ
と
が
出
来
て
も
、
二
千
余
枚
も

の
多
く
に
描
く

こ
と
は
断
じ
て
不
可

能
だ
。
そ
の
上
、
紙
札
に
は
農
民
各
戸
の
名
前
や
戸
番
が
記
さ
れ
て
い
る
。
實
光
窮
は
如
何
し
て
戸
ご
と
に
そ
れ
を
尋
ね
回
り
、
誤
魔
化

し

て
填
写
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
更
に
ま
た
如
何
し
て
無
理
矢
理
に
申
立
て
さ
せ
て
捏
造
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

實
光
鼎
は
再
三
に
わ
た
り
自
説
を
主
張
し
た
の
は
謳

い
て
人
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
の
で
も
な

い
し
、
彼
が
呈
出
し
た
証
拠
も
そ
の
捏
造

漸
江
平
陽
県
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県
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梅
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着
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に
係
る
も

の
で
は
な
い
と
皇
帝
も
認
め
た
の
で
あ

っ
た
。
と
す
れ
ば
阿
桂
等
欽
差
大
臣
達
の
報
告
は
如
何
な
る
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う

か
。
皇
帝
は
次
の
よ
う
に
彼
等
を
庇

い
立
て
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
『実
録
』
巻

一
1
1.1:
1
、
乾
隆
五

一
年
閏
七
月
戊
戌
の
条
に
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
拠
奏
到
。
黄
梅
賊
款
確
墾
。
則
是
阿
桂
等
前
此
在
彼
査
審
時
。
寛
為
地
方
官
隔
過
。
然
朕
知
阿
桂
必
非
有
心
為
黄
梅
開
脱
。
不
但

阿
桂
無
此
心
。
伊
齢
阿
甫
任
巡
撫
。
亦
無
所
用
其
廻
護
。
想
亦
為
地
方
官
所
蒙
蔽
。
即
派
往
訪
査
之
司
員
海
成
。
:
祇
以
地
方
事
件
。

埣
往
査
弁
。
不
能
得
其
底
裏
。
而
知
府
萢
思
敬
。
為
之
誰
詞
遮
飾
。
海
成
即
堕
其
術
中
。

今
上
奏
に
よ
れ
ば
、
黄
梅
の
横
領
の
各
項
は
明
確
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
阿
桂
等
が
こ
の
前
平
陽
に
於

い
て
取
調
べ
を
行

っ
た
時
は
結
局

地
方
官
に
騙
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
朕
は
阿
桂
に
必
ず
黄
梅
を
罪
か
ら
逃
れ
さ
せ
て
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
有

っ
た
の
で
は
な

い

こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
た
だ
阿
桂
に
そ
の
心
が
無
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、
伊
齢
阿
も
初
め
て
巡
撫
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
、
ま
た
そ
の
庇
護

を
加
え
よ
う
と
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
地
方
官
の
た
め
に
誤
魔
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
取
調
べ
に
派
遣

さ
れ
た
司
員

(戸
部

員
外
郎
)
の
海
成
は

・
・
た
だ

一
地
方
事
件
で
俄
か
に
取
調
べ
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
そ
の
内
情
を
よ
く
知
る
こ
と
も

で
き
ず
、

(温
州
府
)

知
府
の
萢
思
敬
の
た
め
に
い
い
加
減
な
言
葉
で
誤
魔
化
さ
れ
た
の
で
、
海
成
は
そ
の
術
に
陥

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ

る
。

乾
隆
帝
は

一
時
は
阿
桂
や
伊
齢
阿
、
海
成
の
言
辞
を
信
用
し
、
實
光
鼎
を
処
罰
す
る
ま
で
に
至

っ
た
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
ま
た

態
度
を

一
変
し
て

一
方
的
に
彼
等
を
批
難
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
地
方
官
を
悪
者
に
し
て
彼
等
を
庇

い
、
他
方
で
實
光
薫
の
態
度
を
評
価

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
『実
録
』
同
条

の
後
文
で
は
、

黄
梅
如
果
賊
款
属
実
。
従
前
歴
任
督
撫
。
因
循
不
弁
。
及
阿
桂
等
前
此
審
弁
時
。
又
為
地
方
官
所
欺
。
幾
至
呑
舟
漏
網
。
而
實
光
薫

執
弁
不
擁
。
独
能
列
款
入
奏
。
難
其
挙
動
乖
張
。
固
有
応
得
之
答
。
而
始
終
不
肯
付
和
。
亦
属
人
之
所
難
。
如
果
所
奏
不
謳
。
朕
尚



欲
加
恩
原
宥
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
黄
梅
は
そ
の
横
領
の
各
項
が
事
実

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
前
か
ら
の
歴
任
の
督
撫
は
い
い
加
減
に
し
か
対
処
し
な

か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
阿
桂
等
が
こ
の
前
に
取
調
べ
を
行

っ
た
時
は
、
地
方
官
に
騙
さ
れ
て
し
ま

い
、
(黄
梅
は
)
ま
る
で
大
量

の
物
を
取
り
込
み
な
が
ら
法
網
を
逃
れ
る
よ
う
な
事
に
な
り
そ
う
で
あ

っ
た
。
し
か
し
實
光
婦
は
取
調
べ
を
止
め
ず
、
た
だ

一
人
項
目
を

並

べ
て
上
奏
し
た
。
そ
の
挙
動
は
捻
く
れ
て
い
て
当
然
相
応

の
答
め
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
し
か
も
終
始

(皆
に
)
迎
合

し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
の
は
、
人
と
し
て
難
し

い
こ
と
で
あ

っ
た
。
も
し
上
奏
し
た
結
果
が
偽
り
で
な
け
れ
ば
朕
は
特
別
の
思
し
召
し
で

彼

の
罪
を
許
そ
う
と
思
う
。

實
光
酪
は
偏
執
狂
的
な
頑
固
さ
で
阿
桂
や
伊
齢
阿
等
の
意
見
に
従
わ
ず
、
執
拗
に
反
論
の
上
奏
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
事
実
の
究
明
に

繋

が

っ
た
こ
と
を
皇
帝
は
認
め
、
彼
の
罪
を
許
す
こ
と
に
な

っ
た
。
皇
帝
は
阿
桂
に
対
し
、
彼
が
杭
州

へ
戻
る
途
次
、
實
光
煕
に
遇
え
ば

直

ち
に
逮
捕
を
許
し
、
刑
具
を
撤
去
し
て
共
に
戻
る
こ
と
を
命
じ
た

(
『実
録
』
巻

一
二
六
二
、
乾
隆
五

一
年
八
月
辛
丑
朔
)
。

五
、
阿
桂
等
に
よ
る
再
調
査

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
實
光
鼎
は
罪
を
許
さ
れ
、

一
方
、
阿
桂
、
関
鴉
元
等
に
よ
る
再
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
最
初
の
報
告
は

「史
料
六
二
」
で
、
「臣
阿
桂
、
臣
閾
鴉
元
脆
奏
。
為
審
訊
大
概
情
形
。
遵
旨
先
行
迅
速
具
奏
事

」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
相
当
の
長
文
な
の
で
要
点
の
み
を
述
べ
た
い
。

臣
等
当
即
帯
同
實
光
鼎
。
将
黄
梅
及
案
内
現
有
人
証
。
厳
加
審
訊
内
。
如
黄
梅
用
胎
穀
堂
図
書
。
向
部
民
呉
栄
烈
等
借
用
銭
文
未
完

断
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案
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一
款
。
業
拠
黄
梅
与
伊
子
黄
嘉
図
。
供
認
属
実
。

阿
桂
等
が
實
光
鼎
と
共
に
黄
梅
及
び
こ
の
事
件
に
関
係
し
て
い
る
証
人
達
を
訊
問
し
た
事

の
中
で
、
黄
梅
が
部
民

の
呉
栄
烈
等
か
ら
銭

を
借
用
し
な
が
ら
ま
だ
返
さ
ず
、
そ
の
証
文
に
貼
穀
堂
の
印
章
を
使
用
し
た

一
項
は
v
黄
梅
と
彼

の
子
の
黄
嘉
図
が
事
実
と
認
め
た
。
次

い
で

又
写
給
印
票
。
向
戸
民
按
畝
派
指
銭
五
十
文

一
款
。
・
・
訊
拠
随
同
實
光
婦
来
省
之
呉
栄
烈
等
供
称
。
均
係
按
畝
交
過
銭
五
十
文
。

核
計
呈
出
田
単
。
無
論
銭
数
已
註
未
註
。
統
共
収
銭

一
千
九
百
余
千
文
。
其
票
実
係
黄
梅
発
給
。
並
非
實
光
鼎
愚
空
捏
造
。

ま
た
印
票
を
配
布
し
て
、各
戸
民
に
対
し
所
有
田
畝
数
に
よ

っ
て

一
畝
に
つ
き
銭
五
〇
文
を
寄
付
さ
せ
た
と

い
う

一
項
に
つ
い
て
は
、
:

實
光
鼎
に
従

っ
て
省
庁
ま
で
や

っ
て
来
た
呉
栄
烈
等
を
訊
問
し
た
所
、
皆
田
畝
数
に
よ

っ
て
銭
五
〇
文
を
渡
し
た
と
云

っ
て
い
る
。
提
出

さ
れ
た
田
単
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、
銭
数
の
記
入
済
と
未
記
入
と
を
問
わ
ず
、
全
体
で
銭

一
九
〇
〇
余
千
文
を
徴
収
し
て
い
る
。
そ
の
印

票
は
実
際
黄
梅
が
配
布
し
た
の
で
、
決
し
て
實
光
嫡
が
架
空
に
捏
造
し
た
も

の
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
黄
梅
が
庸
空
補
填
を
名
目
と
し
て
農
民
達
に
所
有
田
畝
数
を
基
に
寄
付
金
を
課
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
部
民
呉
栄
烈
等

か
ら
借
金
を
し
、
ま
だ
未
返
還
で
あ
る
こ
と
が
、
實
光
鼎

の
主
張
通
り
事
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
黄
梅
も
こ
の
二
項
が
事

実
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
、
乾
隆
帝
は
上
記
二
項
に
基
づ

い
て
彼
を
罷
免
し
、
逮
捕
訊
問
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
更
に

至
該
府

(温
州
府
知
府
)
萢
思
敬
。
於
所
属
知
県
黄
梅
。
如
此
貧
禁
甑
法
。
並
不
早
行
掲
参
。
顕
有
訥
庇
情
事
。
…

著
解
任
。

一
併
質
審
。

と
い
う
こ
と
で
、
上
司
で
あ
る
知
府
萢
思
敬
も
黄
梅
の
違
法
を
知
り
な
が
ら
早
く
告
発
し
な
か

っ
た
の
は
彼
を
庇
お
う
と
し
た
か
ら
で

あ
る
と
し
て
解
任
し
、
共
に
取
調
べ
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

(
『実
録
』
巻

一
二
六
三
、
乾
隆
五

一
年
八
月
丁
卯
)
。



阿
桂
等
は
こ
の
後
、
更
に
取
調
べ
の
包
括
的
な
報
告
を
行

っ
た
。
そ
れ
が

「史
料
七
四
」
で
あ
る
。
此
れ
も
長
文

な
の
で
要
点
の
み
を

整

理
し
て
述
べ
た
い
。
阿
桂
等
は
上
記
の
二
項
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
以
下
の
事
実
を
報
告
し
て
い
る
。

五
十
年
二
月
。
又
借
清
査
田
畝
為
名
。

一
面
具
稟
。

一
面
設
局
。
造
立
田
単
。
諭
令
書
差
等
。
於
戸
民
領
単
時

。
毎
畝
交
銭
五
十
文
。

以
為
紙
筆
飯
食
等
費
。
余
剰
銭
文
便
於
自
己
侵
用
。
…

統
計
発
過
田
単
二
千
九
百
余
張
。
計
田
六
万
七
千
三
百
余
畝
。
共
収
過

銭
二
千

一
百
余
千
文
。
除
開
錆
飯
食
紙
張
各
費
外
。
剰
銭

一
千
四
百
余
千
文
。
黄
梅
収
進
侵
用
。

(乾
隆
)
五
〇
年
二
月
に
田
畝
調
査
を
名
目
に
し
て
局
を
設
け
田
単
を
書
役
等
に
配
布
さ
せ
た
。
そ
の
時
農
民
各

戸
か
ら

一
畝
に
つ
き

銭

五
〇
文
を
出
さ
せ
紙
筆
や
食
事
費
と
し
た
。
余

っ
た
銭
は
自
分
が
着
服
し
た
。

…

総
計
す
る
と
発
行
し
た
田
単
は
二
九
〇
〇
余
枚
、

田
土
は
六
万
七
三
〇
〇
余
畝
で
あ
り
、
領
収
し
-;,
銭
は
1
1
1
0
0
余
千
文

で
あ

っ
た
。
食
事
費

や
紙
代
に
使
用

し
た
外
、
余

っ
た
銭

一
四
〇
〇
余
千
文
は
黄
梅
が
着
服
し
た
。
次

い
で
は
常
平
倉
穀
に
つ
い
て
、

該
県
採
買
部
価
。
毎
石
向
給
銀
五
銭
五
分
。
各
花
戸
自
行
買
穀
交
倉
。
黄
梅
因
官
価
不
敷
。
採
買
時
。
令
花
戸
毎
石
貼
銭
四
五
百
文

不
等
。
名
為
朋
貼
銭
。
黄
梅
歴
年
採
買
。
倶
曽
収
過
此
項
銭
文
。
並
未
買
足
官
穀
。
:

・
此
項
朋
貼
銭
文
。
明
係
黄
梅
借
採
買
為
名
。

科
敏
入
己
。
…

即
以
黄
梅
歴
年
虚
買
穀
数
核
算
。
所
得
朋
貼
銭
数
。
計
共
有

一
万
二
千
余
千
文
。

当
県
の
常
平
倉

の
穀
物
買
入
れ
価
格
は
、
毎
石
銀
五
銭
五
分
を
支
給
し
、
各
農
家
が
各
自
穀
物
を
買

っ
て
倉

へ
納

め
て
い
た
。
黄
梅
は

そ

の
官
価
が
不
足
し
て
い
た
の
で

(穀
物
の
)
買
入
れ
時
、
各
農
家
に
毎
石
銭
四
、
五
〇
〇
文
を
付
け
足
し
て
収
め
さ
せ
、
そ
れ
を
朋
貼

銭
と
名
付
け
て
い
た
。黄
梅
は
例
年
買
入
れ
を
行

い
こ
の
名
目
の
銭
を
収
得
し
て
い
た
が
、全
く
倉
穀
を
充
足
さ
せ
た
事
は
無
か
っ
た
。
・
:

こ
の
朋
貼
銭
は
明
ら
か
に
黄
梅
が

(穀
物
)
買
入
れ
を
名
目
に
し
て

(各
戸
に
)
強
制
割
付
し
て
自
分
が
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
…

即
ち
黄
梅
が
例
年
架
空
に
買
入
れ
た
穀
物
額
を
以
て
計
算
す
る
と
、
そ
の
収
得
し
た
朋
貼
銭
は
総
計

一
万
二
〇
〇
〇
余
千
文
に
な
る
。

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

三
三
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上
述
の
各
項
の
外
に
、
黄
梅
は
県
学
の
魔
生
饒
糧
や
恩
賞
老
民
銀
両
等
を
も
着
服
し
て
い
た
と
、
實
光
鼎
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
こ
れ
ら
は
黄
梅
が
母
親
の
死
亡
で
離
任
し
た
後
処
理
さ
れ
た
事
で
、
彼
が
こ
れ
等
の
銀
両
を
着
服
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明

白

に
さ
れ
た
。

以
上
屡
述
し
た
が
、
實
光
鼎
の
主
張
に
つ
い
て
は
結
局
次
の
よ
う

に
結
論
付
け
ら
れ
た
。
『実
録
』
巻

一
二
六
五
、
乾
隆
五

一
年
九
月

丁
亥
の
条
に
は

弦
拠
阿
桂
等
将
黄
梅
在
任
禁
索
各
款
。
厳
切
審
訊
。
黄
梅
勒
借
呉
栄
烈
等
銭
二
千

一
百
千
文
。
侵
用
田
単
公
費
銭
。
聾
朋
貼
採
買
銭

一
万
四
千
余
千
文
。
而
於
原
報
庸
訣
穀
価
。
僅
彌
補
四
千
余
両
。
侃
未
依
限
補
足
。
是
實
光
鼎
所
奏
。
惟
黄
梅
匿
喪
演
戯
。
及
侵
用

凍
生
饒
糧
。
並
短
発
老
民
銀
両
。
三
款
属
虚
。
其
余
三
款
。
已
為
確
実
。
是
伊
従
前
冒
昧
固
執
之
答
。
尚
属
可
寛
。

こ
こ
に
阿
桂
等
が
黄
梅
在
任
中
に
犯
し
た
貧
禁
な
索
取

の
各
項
に
つ
い
て
厳
格
に
取
調
べ
訊
問
し
た
結
果
と
し
て
、
黄
梅
が
呉
栄
烈
等

か
ら
銭
X
1
1
0
0
貫
文
を
無
理
に
借
り
た
こ
と
。
田
単
公
費
銭
、
及
び

(穀
物
)
買
取
り
の
際
の
朋
貼
銭
、

一
万
四
〇
〇
〇
余
貫
文
を
着

服
し
、
し
か
も
原
に
報
告
さ
れ
て
い
た
欠
損
の
ま
ま
の
穀
物
価
格
に
つ
い
て
は
僅
か
に
四
〇
〇
〇
余
両
を
補
填
し
た
だ
け
で
、
未
だ
期
限

に
従

っ
て
補
足
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
實
光
鼎
が
上
奏
し
た
所

の
、
黄
梅
が
親
の
喪
を
隠
し
て
演
戯
し
た
事
、
及
び
魔
生
饒
糧
を
着
服
、

老
民
銀
両
の
支
払
い
を
値
切

っ
た
と

い
う
三
項
は
事
実
で
な
い
が
、
そ
の
他
の
三
項
は
確
実
な
事
と
な

っ
た
。
こ
う
な
れ
ば
彼

の
以
前
か

ら

の
我
儘
で
頑
固
な
態
度
の
答
も
許
さ
れ
て
好

い
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
阿
桂
等
の
再
度
の
取
調
べ
を
基
に
、
乾
隆
帝
は
最
終
的
に
實
光
酪
の
罪
を
許
し
、
彼
を
光
緑
寺
卿
に
任
じ
直
ち
に
上
京
し
て
職

務

に
当
る
こ
と
を
命
じ
た

(『実
録
』
巻

一
二
六
五
、
乾
隆
五

一
年
九
月
丁
亥
)
。

し
か
し

一
方
、
黄
梅
の
罪
状
が
ほ
ぼ
明
確
に
な

っ
て
来
る
や
、
そ
れ
ま
で
彼
の
事
績
に
つ
い
て
何
等

の
告
発
も
し
な
か

っ
た
彼

の
上
司



達

の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。
上
記

『実
録
』
同
条
の
後
文
に
は

至
黄
梅
於
乾
隆
四
十
三
年
。
調
任
平
陽
。
在
任
八
年
。
種
種
貧
顯
営
私
。
歴
任
上
司
。
漫
無
覚
察
。
実
難
辞

答
。
…

惟
福
樫
在

巡
撫
任
。
巳
歴
数
年
。
乃
於
此
等
劣
員
。
甑
法
侵
貧
。
並
不
拠
実
参
奏
。
量
可
復
麿
封
彊
之
任
。

と
記
さ
れ
、
王
亘
望
、
陳
輝
祖
等
の
後
、
断
江
巡
撫
と
な

っ
た
福
樫

の
責
任
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
同
時
期
、
布
政
使
の
任
に
あ

っ
た
盛

住
も
所
属
州
県
の
銭
糧
の
管
理
に
関
し
て
責
任
あ
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
黄
梅

の
庸
空
に
関
し
て
何
等
の
処
置
も
講
じ
な
か

っ
た
と
し
て

共
に
免
職
処
分
と
な
り
、
「栩
頂
」
を
取
り
去
り
、
「
来
京
候
旨
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
實
光
鼎
の
主
張
に
反
対

し
た
阿
桂
、
曹
文
埴
、

姜

晟
、
伊
齢
阿
等
も

「
著
交
部
厳
加
議
処
」
、
即
ち
吏
部
に
於
い
て
厳
し

い
懲
戒
処
分
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

實
光
鼎
の
漸
江
省
各
州
県
に
お
け
る
倉
庫
銭
糧
の
庸
空
の
指
摘
か
ら
始
ま

っ
た
問
題
は
、倉
庫

の
魑
空
に
関
係
す

る
事
項
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
原
因
と
な
る
上
官
に
対
す
る
醜
送
や
、
往
来
の
際
の
供
応
、
家
人
に
対
す
る
門
包
等
、
当
時
の
地
方
行
政
に
関
わ
る
隠
れ
た
重
要
問

題

が
多
面
的
に
狙
上
に
の
ぼ

っ
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
實
光
賄
の
嘉
興

・
海
塩

・
平
陽
三
県
の
み
で
顧
空
三
三
万
余
両
に
上

る
と

い
う
主
張
が
余
り
に
強
引
に
過
ぎ
た
た
め
に
、
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
曹
文
埴
等
欽
差
大
臣
達
の
反
感
を
買

い
、
問
題
は
庸
空
額
の
多

少

に
限
定
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
も
同
時
期
に
平
陽
県
で
知
県
黄
梅
の
母
親
の
死
に
当

っ
て

「匿
喪
演
劇
」
の
問
題
が
起
こ
り
、
實
光

鼎
が
こ
れ
を
大
き
く
取
り
上
げ
、知
県
黄
梅
が
母
親
の
死
を
隠
し
て
劇
を
演
じ
た
の
は
人
倫
に
惇
る
行
為
と
し
て
強
く
非
難
す
る
と
共
に
、

彼
は
ま
た
銭
糧
二
〇
万
両
以
上
の
顧
空
を
出
し
て
い
る
と
指
弾
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
漸
江
省
の
抱
え
て
い
た
諸
問
題
は

一
挙
に
黄

梅

の

「匿
喪
演
劇
」
と
平
陽
県
の
顧
空
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
も
黄
梅

の

「
匿
喪
演
劇
」
は
實
光
鼎
の
主
張
が
間

違

い
で
あ
り
、
腐
空
に
関
し
て
も
、
實
光
照
は
自
身
の
主
張
を
押
し
通
す
た
め
に
郷
試
の
期
日
を
遅
ら
せ
て
ま
で
、
平
陽
県

へ
出
か
け
、

生
員
、
監
生
、

一
般
人
等
を
脅
迫
し
て
黄
梅
の
悪
行
に
関
す
る
文
書
を
提
出
さ
せ
た
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
事
か
ら
實
光
鼎

断
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案
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は
、

一
旦
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
彼
が
平
陽
県
で
収
集
し
た
黄
梅
発
行
の
諸
文
書
が
彼
の
不
正
を
示
す
証
拠
と
な
り
、
顧
空

に
関
し
て
は
、

一
転
し
て
實
光
鼎

の
主
張
が
正
し
か

っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
考
え
て
、
平
陽
県
に
お
け
る
黄
梅
に
よ
る
銭
糧
の
顧
空
は
、
實
光
薫
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ
た
証
拠
品
の
提
出
が
無

け
れ
ば
ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
た
か
疑
わ
し
い
。
實
光
鼎
は
偏
執
狂
的
頑
固
さ
を
も

っ
て
学
政
と
云
う
立
場
か
ら
事
実
を
究
明
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
巡
撫
伊
齢
阿
、
布
政
使
盛
住
等
は
従
来
通
り
所
属
の
知
府
ら
の
報
告
を
基
礎
と
す
る
だ
け
で
済
ま
そ
う
と
し
た
。
ま
た
阿
桂
、

曹
文
埴
等
の
欽
差
大
臣
達
も
地
方
官
達
の
従
来
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
信
じ
、
敢
え

て
通
例
を
越
え
た
調
査
を
行
お
う
と
は
し
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
対
し
た
だ

一
人
、
現
地
平
陽
県
に
ま
で
赴

い
て
実
態
を
調
査
し
よ
う
と
し
た
の
が
實
光
婦
で
あ

っ
た
。
實
光
鼎
は
自
身
の
偏
執
的

な
頑
固
さ
か
ら
仲
間
官
僚
か
ら
毛
嫌

い
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
彼
が
学
政
の
立
場
か
ら
漸
江
省
各
地
の
庸
空
を
、
就

中
平
陽
県
の
そ
れ
を
黄
梅
の
不
正
と
し
て
徹
底
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
態
度
、
方
法
が
異
例
で
あ
る
、
乃
至
は
当
時
の
漸
江
に
お
け
る

地
方
政
治
の
常
態
を
破
る
態
度
で
あ
る
と
し
て
孤
立
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
逆
に
云
う
な
ら
ば
、
實
光
鼎
の
よ
う
に
偏
執

的

に
問
題
に
拘
り
、
事
実
の
解
明
を
行
お
う
と
し
な
い
限
り
地
方

の
断
空
の
実
態
は
不
明
確
の
ま
ま
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
結
局
實
光
鼎
が
最
初
に
平
陽
県
と
並
べ
て
指
摘
し
た
嘉
興
県

・
海
塩
県
の
庸
空
や
、
そ
の
他
州
県
の
問
題
、
或

る

い
は
饒
送
や
供
応
等
の
地
方
に
お
け
る
重
要
問
題
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
他
方
で
地
方

に
お
け
る
上
官
と
属

僚
達
の
馴
れ
合
い
、
所
謂

「外
省
官
官
相
護
。
通
同

一
気
」
と
い
う
状
況
は

一
層
強
ま

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。



六
、
黄
梅
の
罪
状

そ
れ
で
は
黄
梅
の
罪
状
は
結
局
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
實
光
鼎
は
既
述
の
よ
う
に
、
黄
梅
の
横
領
は
銀
二
〇
万
両
を

下
ら
な

い
と
主
張
し
、
横
領
の
手
段
と
し
て
彼
の
発
行
し
た
と

い
う
田
単
・印
票
・収
帖
等
を
証
拠
物
と
し
て
収
集
、
呈
出
し
た
の
で
あ

っ

た
。
し
か
し
阿
桂
等
の
最
終
的
な
報
告
は
そ
れ
と
は
違

っ
て
い
た
。
「史
料
七
四
」
が
阿
桂
、
関
鴉
元
に
由
る
報
告

で
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、

査
。
黄
梅
身
為
知
県
。
従
前
庸
訣
穀
価
。
至
二
万

一
千
余
両
之
多
。
其
罪
已
無
可
這
。
…

乃
黄
梅
諏
敢
借
彌
補
為
名
。
勒
借
呉

栄
烈
等
銭
二
千

一
百
千
文
。
又
侵
用
田
単
公
費
銭
。
聾
朋
貼
採
買
銭

一
万
四
千
余
千
文
。
得
受
多
貯
。
於
原
報
顧
訣
穀
価
。
僅
彌
補

過
四
千
余
両
。
侃
未
依
限
補
足
。
明
係
籍
詞
禁
索
入
己
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
黄
梅
は
知
県
と
し
て
穀
価
銀
二
万

一
〇
〇
〇
余
両
の
欠
損
を
出
し
た
。
所
が
そ
の
補
填
を
名
目
と
し
て
呉
栄
烈

等

か
ら
銭
1
1
1
0
0
貫
を
強
制
的
に
借
り
、
更
に
田
単
公
費
銭
、
及
び
採
買
朋
貼
銭

一
万
四
〇
〇
〇
余
貫
を
着
服
し
た
。
従
前
報
告
さ
れ

た
欠
損
の
穀
価
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
四
〇
〇
〇
余
両
が
補
填
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
期
限
付
き
で
の
補
足
は
行

わ
れ
て
い
な

い
の
で
、

明
ら
か
に
補
填
を
名
目
に
し
て
搾
取
し
横
領
し
た
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
黄
梅
が
呉
栄
烈
等
か
ら
銭
を
借
り
た
こ
と
、

田
単

の
公
費
銭
や
朋
貼
銭
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
が
、
こ
れ
ら
様

々
な
手
段
に
よ
り
黄
梅
は
二
〇
万
両
以
上
の
銀
を
横
領
し
た
と
實
光
酪

は
主
張
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
主
張
は
結
局
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
實
光
鼎
は
欽
差
大
臣
や
漸
江
の
地
方
官
達
の
反
対
に

あ

い
な
が
ら
、
た
だ

一
人
黄
梅

の
巨
額
横
領
を
主
張
し
、
そ
の
証
拠
物
と
し
て
田
単
、
印
票
や
朋
貼
銭
等

の
存
在
を

明
ら
か
に
し
た
事
ま

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

三

七

[37

]



漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

三

八

[認
]

で
は
正
し
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
黄
梅
の
横
領
額
二
〇
万
両
以
上
と
云
う
点

で
は
彼
も
ま
た
事
実
を
誤
認
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
最
終
的
に
は
黄
梅
の
罪
状
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
ら
れ
た
。

応
即
照
侵
盗
銭
糧
入
己
数
。
在

一
千
両
以
上
者
。
擬
斬
監
候
例
。
擬
斬
監
候
。
査
該
犯
借
彌
補
。
恣
其
派
累
。
復
敢
私
侵
入
己
。
殊

出
情
理
之
外
。
応
請
旨
即
行
正
法
。

銭
糧
横
領
額

一
〇
〇
〇
両
以
上
の
者
は
擬
斬
監
候
に
処
す
と

い
う
例
に
従
い
、
黄
梅
は
擬
斬
監
候
に
処
す
べ
き

で
あ
る
が
、
彼
は
彌
補

を
名
目
に
種

々
の
銭
の
不
法
割
当
て
を
行

い
人
民
を
苦
し
め
、
そ
れ
を
横
領
し
て
自
腹
を
肥
や
し
た
事
は
全
く
道
理

に
外
れ
た
行
い
で
あ

る
。
仰
せ
を
受
け
て
直
ち
に
死
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
阿
桂
等
の
審
議
を
基
に
軍
機
大
臣
の
同
意
を
得
て

黄
梅
は
任
地
に
於
い
て
処
刑
さ
れ
た

(「史
料
八
九
」
)。

一
方
、
黄
梅
の
罪
状
が
固
ま

っ
て
来
る
と
同
時
に
、
彼

の
任
地
及
び
原
籍
地
に
於
け
る
財
産
の
取
調
べ
、
差
押
え
が
実
行
さ
れ
、
ま
た

親
族
に
対
す
る
取
調
べ
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
任
地
に
お
け
る
取
調
べ
を
担
当
し
た
の
は
阿
桂
ら
で
あ
り
、
そ
の
報
告
は

「史
料
七
三
」
で

あ
る
。
彼
等
は
黄
梅
が
巨
額
の
横
領
を
行

っ
た
結
果
、
私
財
は
多
大

で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
が
、
事
実
は
全
く
違

っ
た
。

於

(乾
隆
五
十

一
年
)
八
月
二
十
三
日
。
行
抵
平
陽
。
密
赴
黄
梅
家
属
寓
所
。
逐
細
捜
査
。
多
係
粗
重
之
物
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
品
は
全
く
存
在
し
な
か

っ
た
。
前
知
県
の
李
大
鼎
が
黄
梅
の
衣
裳
箱
を
差
押
え
県
庫

に
保
管
し
て
い
る
と

い
う
の
で
、
阿
桂
等
が
県
庫

へ
赴
き
調
べ
た
が
中
身
は
衣
服
等

の
物
に
過
ぎ
ず
貴
重
品
は
無
か

っ
た
。
結
局
彼
等
は
、

査
。
黄
梅
久
任
知
県
。
騨
意
侵
貧
。
乃
現
在
査
出
者
。
倶
不
過
粗
重
物
件
。
其
彌
補
顧
訣
銀
数
。
又
止
有
四
千
余
両
。
是
所
供
寄
回

原
籍
銀
三
千
両
之
処
。
断
不
可
信
。
温
州
係
浜
海
地
方
。
其
銀
物
或
由
海
船
運
回
広
東
。
亦
未
可
定
。
臣
等
前
巳
飛
杏
孫
士
毅
。
於

洋
行
内
。
厳
密
訪
査
。



黄
梅
は
長
年
知
県
を
勤
め
、
縦
に
横
領
を
行

っ
た
の
に
、
今
調
べ
出
さ
れ
た
物
は
粗
末
な
物
件
に
過
ぎ
な
い
し
、
欠
損
の
補
填
に
充
て

ら
れ
た
銀
額
も
四
〇
〇
〇
余
両
に
過
ぎ
な
い
。
彼
が
自
供
し
た
原
籍
地

へ
三
〇
〇
〇
両
を
送
り
返
し
た
と

い
う
こ
と
も
、
全
く
信
用
で
き

な

い
。
温
州
は
海
浜
の
地
域
な
の
で
銀
製
品
等
は
海
船
で
広
東

(彼
の
本
籍
は
広
東
省
嘉
応
州
)

へ
返
送
し
た
か
も

し
れ
な
い
。
私
達
は

既

に
孫
士
毅

(両
広
総
督
)
に
急
報
し
、
外
国
人
と
交
易
す
る
商
人
に
対
し
て
厳
密
に
取
調
べ
る
よ
う
に
さ
せ
た
と

い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
黄
梅
は
銭
糧
等
を
巨
額
横
領
し
た
と
い
う
こ
と
で
任
地
、
原
籍
地
に
於
い
て
厳
密
な
取
調
べ
を
受
け
た
が
、
任
地
に

於

い
て
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
貴
重
品
等
は
全
く
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
。
原
籍
地
広
東
嘉
応
州
に
於
け
る
彼
の
家
産

の
取
調
べ
に
当

っ
た

の
は
広
東
巡
撫
図
薩
布
で
、
そ
の
結
果
の
報
告
が

「史
料
七
五
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
黄
梅
に
は
八
人
の
子
供
が
い
た
が
、
第
五

子
は
早
故
し
、
第
七
子
の
監
生
黄
嘉
会
が
家
を
継

い
で
い
た
。
彼
の
家
計
の
状
況
は
、

黄
嘉
会
之
妻
謝
氏
。
井
蝉
女
大
小
六
口
。
悉
皆
耕
作
務
農
。
勤
苦
食
力
。
並
無
家
丁
雇
工
。
随
将
屋
内
銀
銭
衣
物
井
房
屋
田
産
。
逐

一

査
封
。
有
花
銀
二
十
三
円
。
銅
銭

一
十
六
千
七
百
文
。
金
管

一
枝
。
重
三
銭
。
銀
牌
九
塊
。
重

一
両
。
銀
首
飾
。
共
重

一
七
両
零
二
分
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
妻
謝
氏
や
召
使

い
女
も
皆
耕
作
に
勤
め
懸
命
に
働

い
て
生
活
し
、
雇
い
人
等
は
全
く

い
な

い
。
家
内
に
存
在
し

た
銀
銭
等
は
、
花
銀

〔り

二
三
円
、
銅
銭

一
六
貫
七
〇
〇
文
、
金
管

一
本
、
重
さ
三
銭
。
銀
牌
九
個
、
重
さ

一
両
。
銀
の
首
飾
り
等
、

ilna

一
七
両
二
分
で
、
所
蔵
さ
れ
て
い
た
銀
両
、
銅
銭
は
少
額
で
あ
り
、
金
銀
器
も
目
立

つ
ほ
ど
の
物
は
殆
ど
無
か

っ
た
。
田
地
、
房
屋
に

つ
い
て
は

田
地
十
七
処
。
共
原
契
価
銀

一
千
零
九
十
四
両

一
銭
。
査
買
契
十
七
紙
。
倶
係
四
十
八
年
以
前
置
買
。
新
房
屋

一
所
。
大
小
共

七
十
六
間
。
査
係
四
十
六
年
蓋
造
。
工
料
地
基
。
共
用
銀
二
千
四
百
余
両
。
旧
房
屋

一
所
。
大
小
共
十
三
間
。

と
記
さ
れ
、
所
有
田
地
は

一
七
処
存
在
す
る
が
、
そ
の
面
積
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
四
八
年
以
前
に
購
入
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
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ま
た
新
房
屋
も
四
六
年
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
、
土
地
購
入
費
、
建
築
費
合
わ
せ
て
二
四
〇
〇
余
両
の
費
用
で
あ

っ
た
と

い
う
。
そ
の
他

絹
製
品
、
綿
製
品
も
極
く

一
般
的
な
も
の
で
、
数
量
も
多
く
は
な
か

っ
た
。
要
す
る
に
多
額
の
隠
匿
金
銀
や
、
珍
奇

の
金
銀
器
、
宝
石
類

は
全
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、家
を
継

い
だ
黄
嘉
会
は
供
述
書

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

父
親
従
前
原
是
赤
貧
。
自
三
十

一
年
。
分
発
漸
江
。
委
署
龍
游
県
。
補
授
松
陽
県
。
後
調
補
平
陽
県
。
逐
年
寄

回
銀
子
。
約
計
共
有

九
千
余
両
。
家
中
逐
漸
置
買
田
地
。
共
用
去
銀

一
千
九
百
余
両
。

父
親
は
以
前
は
赤
貧
で
あ

っ
た
。
乾
隆
三

一
年
に
、
挙
人
か
ら
試
用
知
県
と
し
て
游
江

へ
派
遣
さ
れ
、

一
時
龍
游
県
知
県
を
勤
め
た
。

そ

の
後
松
陽
県
知
県
に
任
用
さ
れ
、
そ
の
後

(四
三
年
)
平
陽
県
知
県
と
な

っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
毎
年
銀
を
送

っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、

合

計
約
九
〇
〇
〇
余
両
に
な

っ
た
。
家
で
は
漸
次
田
地
を
購
入
し
て
、
合
計
銀

一
九
〇
〇
余
両
を
使
用
し
た

(図
薩
布

の
報
告
で
は

一
〇
九
四
両

一
銭
と
な

っ
て
い
る
)
。
ま
た
四
六
年
に
は
旧
屋
が
狭
く
な

っ
た
の
で
新
た
に
房
屋
を
築
造
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
上
記
の

通
り
で
あ
る
。
更
に
続
け
て

家
中
歴
年
用
度
。
又
去
銀
二
千
余
両
。
尚
存
銀
二
千
余
両
。
監
生
因
祖
母
年
老
。
恐
伯
父
親
早
晩
回
家
。
要
銀
使
用
。
不
敢
花
錆
。

把
這
二
千
多
銀
子
。
易
換
花
銀
。
想
生
些
利
息
。
就
於
四
十
八
年
三
月
内
。
借
給
族
兄
黄
俊
伯
。
花
銀
二
千
円
。
又
於
是
年
六
月
内
。

借
給
族
兄
黄
癸
伯
。
花
銀
二
千
円
。
倶
是
按
月

一
分
起
利
。
…

自
四
十
九
年
以
後
。
父
親
因
任
所
顧
鋏
。
並
無
綜
毫
銀
両
寄
帰
。

借
出
債
項
。
不
能
討
還
。
家
中
乏
用
。
只
得
将
従
前
所
置
田
産
。
陸
続
売
銀
数
百
両
。

家
族
毎
年

の
費
用
と
し
て
ま
た
銀
二
〇
〇
〇
余
両
を
使

っ
た
が
、
尚
銀
二
〇
〇
〇
余
両
が
残

っ
た
。
私
は
祖
母
が
老
年
で
あ
り
、
父
親

も

早
晩
家
に
帰
れ
ば
使
用
す
る
銀
も
必
要
と
な
ろ
う
と
考
え
て
消
費
し
な
か
っ
た
。
此
の
1
10
0
0
余
両
の
銀
を
花
銀
に
交
換
し
て
利
息

を
得
た
い
と
思

っ
た
の
で
、
四
八
年
三
月
に
族
兄
の
黄
俊
伯
に
花
銀
二
〇
〇
〇
円
を
貸
し
た
。
ま
た
是
年
六
月
に
、
族
兄
の
黄
癸
伯
に
花



銀

二
〇
〇
〇
円
を
貸
し
、
共
に
毎
月

一
分
の
利
息
を
取
り
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

…

四
九
年
以
後
、
父
親
は
任
所
の
欠
損
に
因
り
全

く
銀
両
を
送

っ
て
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
借
り
て
い
る
借
金
は
返
還
の
目
途
が
立
た
な
く
な
り
、
家
中
が
貧
乏
し
て

い
る
の
で
、
以
前
に

買

っ
た
田
産
は
銀
数
百
両
で
次
々
に
売
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と

い
う
。

黄
梅
は
平
陽
県
知
県
に
任
じ
ら
れ
て
以
後
四
七
年
頃
ま
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
相
当
額
の
銀
を
故
郷
の
息
子
黄
嘉
会
に
送

っ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ

っ
た
。
し
か
し
黄
嘉
会
は
四
八
年
頃
か
ら
は
手
元
に
残

っ
た
銀
を
族
兄
等

に
貸
し
て
利
息
を
取
り
生
活
の
資
に
当
て
る
よ

う

に
な

っ
た
ら
し

い
。
四
九
年
以
後
は
父
親
か
ら
の
送
金
が
全
く
途
絶
し
、
そ
れ
ま
で
に
購
入
し
た
田
地
は
次
第
に
手
放
し
た
。
更
に
家

中

の
目
ぼ
し

い
衣
類
等
も
質
入
れ
し
て
生
活

の
資
に
当
て
て
い
た
と

い
う
。
要
す
る
に
黄
梅
の
故
郷
の
生
家
か
ら
も
金
銀
や
金
銀
器
、
宝

石
類
は
全
く
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
黄
梅
の
横
領
額
は
結
局
銀
二

一
〇
〇
〇
余
両
で
、
そ
の
中
四
〇
〇
〇
余
両
は
補
填
し
た
の

で
、
最
終
的
に
は

一
七
〇
〇
〇
余
両
を
横
領
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
約
半
額
が
故
郷
の
黄
嘉
会
に
送
ら
れ
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
残
額

は
何
に
使
用
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
黄
梅
の
任
所
に
同
宿
し
て
い
た
長
男
の
黄
嘉
図
が
浪
費
し
た
と
も

い
わ
れ
る
が
、
そ
の
実

態
は
不
明
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
罪
を
問
わ
れ
新
彊
に
発
遣
し
苦
差
に
当
て
る
と

い
う
処
置
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
二
男
の
黄
嘉
猷
は

掲
納
府
経
歴
と
し
て
福
建

へ
分
発
さ
れ
長
汀
県
県
丞
に
な

っ
て
い
た
が
、
指
納
経
歴
の
地
位
は
剥
奪
さ
れ
た
も
の
の
父
親
の
罪
状
と
は
関

係
が
無
か

っ
た
と
し
て
罪
に
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
黄
嘉
会
も
監
生
の
資
格
は
奪
わ
れ
、
資
産
は
没
収
さ
れ
た
が
、
無
罪
と
さ
れ
た
。

結
び
に
か
え
て

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
黄
梅
が
銀
二
〇
万
両
余
を
横
領
し
た
と
い
う
實
光
鼎
の
主
張
は
事
実
誤
認
で
は
あ

っ
た
。
し
か
し

一
知
県

断
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

四

一
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の
横
領
額
と
し
て

一
七
〇
〇
〇
余
両
は
相
当
高
額
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
処
刑
も
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
こ
の
事
件

は
、
本
来
は
黄
梅
の
罪
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
み
で
終
わ
る
べ
き
も
の
で
無
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
實
光
漁
の
指
摘
で
は
平
陽
と
並
ん

で
嘉
興
県
、
海
塩
県
の
腐
空
も
問
題
に
上
が

っ
て
い
た
。
そ
の
外
に
仙
居
、
黄
巖
、
青
田
、
金
華
等
の
県
、
断
江
省
内
の
各
県
の
廟
空
や

そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
、
更
に
上
司
に
対
す
る
醜
送
、
往
来
時
の
供
応
、
門
包
等
、
当
時
の
地
方
行
政
に
関
わ
る
重
要
問
題
を
實
光
鼎
は

指
摘
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
問
題
は
全
て
霧
消
し
、
黄
梅
の
罪
状
の
み
に
問
題
が
収
敏
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
實
光
鼎
が
黄
梅
の
問

題
を
誇
大
に
主
張
し
過
ぎ
た
こ
と
が
そ
の
要
因
と
云
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
他
の
地
方
官
達
に
と

っ
て
は
む
し
ろ
幸
い
で
、

全
て
の
罪
を
黄
梅
に
負
わ
せ
、
他
の
重
要
問
題
に
関
す
る
追
求
の
手
を
う
ま
く
擦
り
抜
け
る
こ
と
が
出
来
た
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ

に
し
て
も
實
光
鼎
の
頑
固

一
徹
な
追
究
が
無
け
れ
ば
、
黄
梅
の
罪
状
も
何
処
ま
で
具
体
的
に
解
明
さ
れ
た
か
疑
わ
し

い
。
黄
梅
を
庇
お
う

と
し
た
上
司
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
。
巡
撫
以
下
の
地
方
官
達
は
こ
ぞ

っ
て
顧
空
等

の
問
題
を
徹
底
的
に
解
明
す
る
こ

と
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
欽
差
大
臣
等
も
地
方
官
達
の
主
張
以
上
の
追
究
を
行
お
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
た
だ

一

人
執
拗
に
問
題
解
明
を
目
指
し
た
の
は
實
光
鼎
で
あ

っ
た
。
彼
は
無
根

の
事
実
を
取
り
上
げ
て
い
る
と
し
て
、

一
時

は
解
任

の
罪
に
問
わ

れ
な
が
ら
も
証
拠
物
の
発
見
に
努
め
た
の
で
あ

っ
た
。
實
光
薫
の
努
力

に
よ
り
よ
う
や
く
黄
梅
の
罪
状
も
解
明
さ
れ
た
と
云
え
よ
う
。
し

か
も
漸
江
省
の
断
空
問
題
は
平
陽
県

の
み
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。
乾
隆
期
四
〇
年
代
頃
か
ら
塵
空
に
関
す
る
問
題
は
中
国
各
地
で
顕
在

化
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る

(u
v。
し
か
し
こ
の
問
題
は
乾
隆
時
代
を
終
え
る
ま
で
誰
も
積
極
的
な
解
明
を
行
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
官

僚
達
は

「官
官
相
護
。
上
下
通
同

一
氣
」、
気
脈
を
通
じ
あ

っ
て
問
題
を
隠
蔽
し
た
た
の
で
あ

っ
た
。



注

(
1
)

『清
史
稿
』
巻

三
二
二
に
伝
が
あ

る
。
ま

た

『清

代
七
百
名
人
伝
』

第

一
編
政
治
、
政
事

に
伝

が
あ

る
。

(
2
)

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
乾
隆
朝

、
甘
粛
措

監
冒
賑
案
前
後
篇
」

(
『明
清
史
研
究

八
、
九

、』
)
、
「
閏
漸
総
督
陳
輝
祖
案
」

(
『愛
大
史
学
』
)
。

(
3
)
上
記
注

(2
)
参
照

の
こ
と
。

(
4
)
門
包
は
官
僚

に
付
従

っ
て
い
る
家
人

・
長
随
達

に
与
え

ら
れ
る
心
付
け
で
あ
る
が
、
乾
隆
時
代

に
は
こ
れ
が
高
額
化
し
、
総
督

の
家
人

の
場
合

に
は

銀
数
百
両

に
も

な

っ
た
例
が
あ

る
。
ま
た
高
級
官

僚
が
移
動
す

る
場

合
に
は
数
十
人

の
家

人
等
を
伴
う

の
が
通
例

で
あ

っ
た
。
拙

稿

「
清
代
乾
隆
朝
、

官
僚

の
汚
職

に
つ
い
て
ー
」

(
『愛
大
史
学
』

二
〇
号

、
二
〇

一
三
年

)
。

(
5
)

『実
録
』
巻

一
二
五
四
、
乾
隆
五

一
年

五
月
丙
午

の
条
。

(6
)
乾
隆
時
代

の
人
参

の
販
売
、
流
通

に

つ
い
て
は
余
り
良

く
は
分
か
ら
な

い
。
例
え
ば

『宮
中
棺
』
乾
隆

四
四
年

六
月
初

二
日
付
け

の
全
徳

の
上
奏

に

は

「
盛
京
等

三
処
解
到
人
参
。
交
両
准

・
長
薦

・
蘇
州

・
杭
州

・
江
寧

・
窮

海
等

魯
売

・
・
」
と
記

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
盛
京
等
東
北

の
三
地
方

で

採
取
さ
れ
た
人
参

が

一
旦
内

務
府

に
集

め
ら
れ
、
内

務
府

で
選
別

さ
れ
等

級
を
付
け

た
後

、
上
記

の
六
個
所

の
塩
運
司

・
織
造

・
海

関
に
交

付
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
各

地
商

人

へ
売
却
さ
れ
る
と

い
う
意
味

で
あ

る
。
従

っ
て
盛
住

が
人
参

代
金

を
所
持
し

て

い
た
と

い
う

の
は
、
彼
は
漸
江
布
政
使
で
あ
る
と

共
に
杭

州
織

造
を

兼
任
し
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
売
却
し
た
人
参

の
代
金
を
所
持

し
て

い
た
も

の
と
解
さ
れ

る
。

(7
)
広
儲
司
は
内
務
府

に
直

属
し
銀
庫

等
六
庫
あ
り
。
府
属
諸
司
か
ら

の
物
品

の
交

付
や
各
省

か
ら

の
進
貢
品
等
を
収
納

し
た
。

(8
)
こ
の

「史
料

二
〇
」
は

『宮
中
棺
』

乾
隆
五

一
年
七
月

二
〇

日
付
け

の
實
光
照

の
上
奏
文

と
同
内
容

で
あ

る
。

(
9
)
『実
録
』
巻

一
二
六
〇
、
乾

隆
五

一
年
閏
壬
申
朔

の
条
。

(
10
)
こ
れ
は
メ
キ
シ

コ
銀

の
磨
滅

し
た
も

の
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
か
。
円
単
位

の
表

示
な
の
で
洋
銀

の

一
種

の
よ
う

に
思
わ

れ
る
。
大
方

の
教

示
を
請
う

。

(
11
)例
え
ば

、乾
隆
末

か
ら
嘉
慶
初

に
か
け
て
中
央
政
府

の
要
職
を
歴
任
し
た
王
木
川は

一
上
奏
文

の
中
で
「
各
省
薦
空
之
弊
。
起
於
乾
隆

四
十
年
以
後
」
(
『清

代
七
百
名
人
伝
』
第

一
編

、
政
治

、
政
事

)
と
述
べ

て
い
る
。

漸
江
平
陽
県
知
県
黄
梅
不
法
着
服
案

四

三
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